
『
新
猿
楽
記
』
孜

文
体
分
析
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

伊
　
澤
　
美
　
緒

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
『
新
猿
楽
記
』
は
一
巻
の
漢
文
体
の
書
で
あ
る
。
古
写
本
奥
書
に
作
者
と
し
て
藤
原
明
衡
の
名
が
伝
え
ら
れ
、
現
在
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
通
説
と

　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
っ
て
い
る
。
成
立
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
き
く
十
一
世
紀
の
作
品
と
み
て
お
く
。
諸
本
に
つ
い
て
は
川
口
久
雄
氏
の
研
究

に
詳
し
く
、
完
全
な
状
態
で
残
る
最
古
本
は
康
永
三
（
一
三
四
二
）
年
本
と
さ
れ
る
。
（
な
お
、
小
論
に
お
け
る
引
用
本
文
は
、
こ
の
康
永
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
翻
刻
（
補
訂
）
本
文
を
有
す
る
平
凡
社
東
洋
文
庫
「
新
猿
楽
記
』
に
拠
っ
た
。
）

　
内
容
及
び
構
成
に
つ
い
て
、
川
口
氏
は
「
あ
る
年
の
あ
る
祭
礼
の
場
を
設
定
し
て
猿
楽
尽
し
と
猿
楽
者
列
伝
を
陳
説
し
、
つ
い
で
そ
の
観
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
う
ち
の
一
人
の
家
族
の
職
業
尽
し
を
展
開
す
る
」
と
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
『
新
猿
楽
記
』
は
、
猿
楽
に
関
す
る
記
述
（
五
百
字
あ
ま
り
）

と
、
職
人
尽
く
し
的
な
庶
民
の
記
述
（
五
千
八
百
字
弱
）
の
二
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
分
量
か
ら
み
て
、
本
書
の
興
味
が
庶
民

に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
『
新
猿
楽
記
』
は
「
日
本
演
劇
史
上
に
お
い
て
も
不
可
欠
の
資
料
と
さ
れ
、
当
時
の
社
会
・
経
済
・
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

活
・
風
俗
な
ど
の
実
情
を
窺
う
上
で
の
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る
」
と
し
て
、
そ
の
資
料
的
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
、
ま
た
「
そ
の
生
命
は
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

書
的
性
格
に
あ
り
、
往
来
物
の
祖
と
み
る
の
が
正
し
い
」
と
し
て
貴
族
社
会
の
教
養
書
と
も
解
さ
れ
て
き
た
。
本
作
品
は
こ
れ
ま
で
、
芸
能
書
・
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往
来
物
と
し
て
分
類
さ
れ
、
文
学
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
『
新
猿
楽
記
』
研
究
に
お
い
て
は
、
文
体
へ
の
言
及
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
し
か
も
、
僅
か
な
言
及
の
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
論
点
は
別
に
あ
っ
て
、
そ
の
論
を
展
開
す
る
過
程
に
お
い
て
つ
い
で
に
文
体
に
も
触
れ
る
と
い
っ
た
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
先
行
研
究
に
み
え
る
文
体
指
摘
は
、
幾
分
重
複
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
以
下
の
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
1
．
耕
傭
文
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
2
．
和
習
の
強
い
駐
儂
文
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
3
．
記
録
体
（
変
体
漢
文
）
で
あ
る

　
し
か
し
、
以
上
の
指
摘
は
い
ず
れ
も
文
体
を
具
体
的
に
扱
っ
た
う
え
で
導
き
出
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
西
郷
信
綱
氏
は
言
う
。

　
　
彼
（
明
衡
）
の
独
自
性
は
、
漢
文
で
以
っ
て
巷
間
の
人
び
と
の
生
き
ざ
ま
を
戯
文
に
綴
る
と
い
う
逆
説
を
敢
行
し
た
点
に
あ
る
。
そ
し
て

　
　
そ
こ
で
は
格
調
あ
る
漢
文
的
修
辞
法
と
対
象
の
卑
俗
さ
と
が
奇
妙
な
具
合
に
衝
突
し
和
文
で
は
ち
ょ
っ
と
出
せ
そ
う
も
な
い
滑
稽
感
が
炸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
裂
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
『
新
猿
楽
記
』
の
面
目
の
真
を
知
る
に
は
、
文
体
の
分
析
を
欠
か
せ
な
い
。
（
傍
線
は
伊
澤
。
以
下
同
。
）

当
を
得
た
指
摘
で
あ
り
、
深
い
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
作
品
を
読
み
解
く
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
文
体
分
析
は
有
効
な

手
段
と
考
え
ら
れ
る
。
小
論
は
『
新
猿
楽
記
』
の
文
章
表
現
の
特
性
、
す
な
わ
ち
文
体
を
、
本
文
に
即
し
て
具
体
的
に
分
析
し
、
考
察
を
試
み

る
も
の
で
あ
る
。
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@
餅
優
文
と
記
録
体

ま
ず
、
先
行
研
究
に
言
う
「
願
傭
文
」
「
記
録
体
」
の
文
体
的
特
徴
は
何
か
。

「
耕
儂
文
（
四
六
文
、
四
⊥
ハ
耕
儂
文
と
も
）
」
は
形
式
的
な
文
章
ス
タ
イ
ル
を
有
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

そ
の
創
作
理
念
を
福
井
佳
夫
氏



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
劉
鯉
の
『
文
心
離
龍
』
原
道
篇
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
「
文
は
美
た
る
べ
し
」
と
い
わ
れ
た
。
極
め
て
装
飾
的
で
、
様
々
な
修
辞
法
を
駆
使
す

る
“
美
の
文
章
”
こ
そ
が
「
耕
儂
文
」
と
言
え
る
。
以
下
、
福
井
佳
夫
氏
の
『
六
朝
美
文
学
序
説
』
に
依
り
、
こ
の
文
体
の
特
徴
を
ま
と
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
①
四
六
　
句
の
字
数
を
整
え
る
修
辞
技
法
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
6
）

　
　
②
対
偶
　
ふ
た
つ
の
句
を
対
に
並
べ
る
文
章
技
法
。
『
文
鏡
秘
府
論
』
北
巻
に
み
え
る
よ
う
に
文
章
の
大
半
を
占
め
る
。

　
　
③
声
律
　
対
句
中
の
音
声
（
平
灰
）
配
置
。

　
　
④
典
故
　
字
句
に
過
去
の
話
柄
（
古
典
に
存
す
る
言
辞
や
故
事
、
歴
史
、
伝
説
な
ど
）
を
用
い
文
意
を
重
層
化
す
る
技
法
。

　
　
⑤
錬
字
　
美
感
を
伴
う
字
句
（
色
彩
や
奇
獣
、
香
草
、
美
女
な
ど
に
関
係
す
る
語
）
や
新
語
な
ど
の
美
麗
か
つ
新
奇
な
語
の
使
用
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
を
有
す
れ
ば
、
そ
の
文
章
は
「
騨
傭
文
」
の
要
素
が
濃
厚
、
も
し
く
は
「
耕
傭
文
」
を
志
向
す
る
文
章
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

「
声
律
」
に
つ
い
て
は
、
大
曽
根
章
介
氏
が
「
平
安
時
代
に
お
い
て
は
文
章
が
漢
音
で
読
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
ら
厳
格
な
制
約
規
定
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
必
要
も
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
我
が
国
の
餅
儂
文
に
お
い
て
は
除
外
し
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
「
錬
字
」
に
つ
い

て
も
そ
の
判
別
が
困
難
で
あ
る
（
「
美
的
」
で
あ
る
か
否
か
は
個
人
の
感
性
に
左
右
さ
れ
る
）
た
め
、
私
の
立
場
か
ら
の
言
及
は
避
け
た
い
。

し
た
が
っ
て
小
論
で
は
「
四
六
」
「
対
偶
」
（
視
覚
的
判
別
が
可
能
）
及
び
「
典
故
」
（
原
典
確
認
が
可
能
）
の
三
つ
の
修
辞
技
法
を
有
す
る
文

章
を
「
耕
傭
文
（
を
志
向
す
る
文
章
）
」
と
判
断
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
一
方
の
、
「
記
録
体
（
変
体
漢
文
）
」
は
、
平
安
時
代
以
降
、
記
録
の
作
成
に
採
用
さ
れ
た
文
章
様
式
（
実
用
文
系
）
で
あ
る
。
記
録
体
、
も

し
く
は
吾
妻
鑑
（
東
鑑
）
体
と
称
さ
れ
る
。
漢
文
体
の
表
記
様
式
を
用
い
て
日
本
語
文
を
表
記
し
た
も
の
と
い
え
、
漢
文
と
言
う
よ
り
は
む
し

　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ろ
国
語
文
に
近
い
。
具
体
的
に
は
『
中
右
記
』
『
明
月
記
』
な
ど
の
日
記
類
に
み
ら
れ
る
文
章
で
あ
る
。
餅
儂
文
が
詔
勅
や
致
仕
の
文
書
に
用

い
ら
れ
る
公
的
な
文
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
き
わ
め
て
私
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
甚
だ
簡
略
で
は
あ
る
が
「
耕
傭
文
」
と
「
記
録
体
」
と
い
う
二
つ
の
文
体
の
特
徴
を
概
観
し
た
。
で
は
、
こ
の
両
者
の
性
格
を
有
す

る
と
さ
れ
る
『
新
猿
楽
記
』
の
文
体
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
相
貌
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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三
　
　
不
調
和
の
文
体

（
↓
文
体
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
1
）
「
四
六
」
と
「
対
偶
」

　
文
体
分
析
の
始
発
と
し
て
「
四
六
」
「
対
偶
」
の
技
法
に
注
目
し
、
『
新
猿
楽
記
』
本
文
（
康
永
本
を
底
本
と
す
る
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
新
猿

楽
記
』
本
文
）
を
私
に
設
定
し
た
表
記
基
準
に
基
づ
き
、
分
析
的
表
記
に
改
め
る
と
い
う
作
業
を
行
っ
た
。
「
四
六
」
「
対
偶
」
に
注
目
し
た
理

由
は
い
ず
れ
も
客
観
的
に
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
使
用
頻
度
の
多
少
は
文
体
確
定
の
指
標
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。
な
お
、
表
記
基
準
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
〔
表
記
基
準
〕

　
　
・
対
偶
表
現
に
カ
ギ
記
号
を
付
し
、
並
列
表
記
と
し
た
。

　　

@　
@　例

u
竃
蒲

　
　
・
文
字
数
は
欠
け
る
が
対
偶
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
空
白
を
加
え
対
偶
表
現
と
み
な
し
並
列
表
記
と
し
た
。

　
　
・
句
に
字
数
揃
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
並
列
表
記
と
し
た
。

　
　
．
助
詞
．
接
続
詞
な
ど
は
改
行
し
、
一
行
と
し
て
扱
っ
た
。
但
し
、
対
偶
表
現
の
句
末
に
置
か
れ
る
助
詞
な
ど
に
つ
い
て
は
斜
線
（
／
）

　
　
　
を
付
し
て
残
し
た
。

　
　
・
物
名
が
列
挙
さ
れ
る
部
分
は
一
行
空
け
て
列
挙
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
原
則
と
し
て
二
名
称
で
改
行
し
た
。
但
し
、
字
数
揃
ほ
か
規
則
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性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
優
先
し
た
。

・
句
点
、
ナ
カ
グ
ロ
点
は
こ
れ
を
外
し
、
文
末
を
示
す
読
点
の
み
ピ
リ
オ
ド
（
．
）
と
し
て
残
し
た
。

・
各
章
段
の
見
出
し
も
同
じ
く
平
凡
社
『
新
猿
楽
記
』
に
習
う
が

　
　
例
　
　
〈
第
一
の
本
の
妻
〉
　
老
女

、
本
文
と
区
別
す
る
た
め
、
山
カ
ギ
・
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
表
記
し
た
。

　
以
下
に
参
考
と
し
て
「
『
新
猿
楽
記
』
本
文
の
分
析
」

部
（
〈
序
V
～
〈
第
三
の
妾
〉
）
で
あ
る
。

を
載
せ
て
お
く
。
こ
れ
は
、
表
記
基
準
に
従
い
、
分
析
的
表
記
に
改
め
た
本
文
の
一

『
新
猿
楽
記
』
本
文
の
分
析

（
新
猿
楽
記
〉

序

予
二
十
余
年
以
還
歴
観
東
西
二
京

今
夜
之
見
物
計
事
者
於
古
今
未
有
．

就
中

呪
師
儒
株
舞

［田
楽
塊
偲
子

唐
術
品
玉

［輪
鼓
八
玉

［
㌶
撲

「
警

延
動
大
領
之
腰
支

「帳
漉
舎
人
之
足
仕

氷
上
専
当
之
取
袴

「山
城
太
御
之
指
扇

琵
琶
法
師
之
物
語

「千
秋
万
歳
之
酒
繍

飽
腹
鼓
之
胸
骨

「瞠
娘
舞
之
頸
筋

福
広
聖
之
袈
裟
求

「妙
高
尼
之
裸
被
乞

刑
匂
当
之
面
現

［早
職
事
之
皮
笛
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目
舞
之
老
翁
体

［巫
遊
之
気
装
貌

京
童
　
虚
佐
礼

［東
人
之
初
京
上

況拍
子
男
共
之
気
色

［事
取
大
徳
之
形
勢

都猿
楽
之
態

［鳴
呼
之
詞

莫
不

断
腸
解
願
者
也
．

抑上
下
不
同

論
以
可
弁
　
．

百
太
［
耀
鶉
離

仁
南
［
麟
懲
轟

定
縁
者
鳴
呼
之
神
也
．
先
見
其
形
断
一
端
之
腸
．

［形
能
者
猿
楽
之
仙
也
．
未
出
其
詞
解
万
人
之
願
．

県
井
戸
先
生
錐
得
其
体
骨
詞
甚
鄙
而
時
々
致
言
失
．

［世
尊
寺
堂
達
難
受
其
天
性
詞
剰
多
而
人
々
為
欠
畦
．

坂
上
菊
正
初
冷
而
終
増
興
宴
。

［還
橋
徳
高
先
暗
而
未
無
秀
句
。

大
原
菊
武
此
道
已
以
不
覚
也
．
己
独
栄
而
敢
無
人
間
愛
敬
．

「小
野
福
丸
其
体
甚
以
非
人
也
．
偏
乞
勾
而
不
可
衆
中
一
列
．

近
代
驚
耳
目
者
纏
四
五
人
而
已
．

以
弦

或
道
俗
男
女

「或
貴
賎
上
下

被
物
禄
物
如
雨
如
雲
．

百
之
九
裸
而
帰

「万
之
八
犬
而
去
．

其
明
朝
天
陰
雨
降

結
藁
為
蓑

「割
薦
為
笠
．

或
嚢
袴
猿
踵

「或
被
袖
鶴
脛
．

有
戴
畳
艶
臥
深
泥

「有
着
莚
落
入
堀
川

見
之
嘲
瞬
之
人
敢
不
可
勝
計
．

此
中

西
京
有
右
衛
門
尉
者
．

　
一
家
相
挙
来
集
．

所
謂

妻
三
人
娘
十
六
人
男
八
九
人
云
々
．

各
々
善
悪
相
頒

　
一
々
所
能
不
同
／
也
．
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（
第
一
の
本
の
妻
〉

老
女

第
一本

妻
者
齢
既
過
六
十
而
紅
顔
漸
衰
．

［夫
年
者
　
僅
及
五
八
而
好
色
甚
盛
／
　
．

蓋弱
冠
奉
公
之
昔
偏
耽
舅
姑
之
勢
徳

［長
成
顧
私
之
今
只
悔
年
齢
　
懸
隔
．

見
首
髪
幡
々
如
朝
霜
．

［向
面
飯
畳
々
如
暮
波
．

上
下
歯
訣
落
若
飼
猿
頬
．

［左
右
乳
下
垂
似
夏
牛
闘
．

難
致
気
装
敢
無
愛
人
．
宛
如
極
寒
之
月
夜
．

［難
為
媚
親
更
多
厭
者
．
猶
若
盛
熱
之
陽
炎
．

不
知
吾
身
老
衰

［常
恨
夫
心
等
閑
．

本
尊
聖
天
供
如
無
験
．

［持
仏
道
祖
祭
似
少
応
．

野
干
坂
伊
賀
専
之
男
祭
叩
飽
苦
本
舞

［稲
荷
山
阿
小
町
之
愛
法
凱
鰹
破
善
喜
．

五
条
道
祖
奉
粂
餅
千
平
手
．

［東
寺
夜
叉
祀
餌
飯
百
羅
子
．

叩
千
社
躍

［捧
百
幣
走
．

嫉
妬
瞼
如
毒
蛇
之
続
乱
．

［惹
怒
面
似
悪
鬼
之
睡
砒
．

恋
慕
之
涙
洗
面
上
粉

［愁
歎
之
炎
焦
肝
中
朱
．

難
須
剃
除
雪
髪
速
成
比
丘
尼
之
形

［而
猶
愛
着
露
命
生
作
大
毒
蛇
之
身
．

但難
有
諸
過
失
既
為
数
子
之
母
．

〈
次
の
妻
〉

装
束

次
妻
者
夫
婦
同
年
也
．

難
非
勝
西
施

又
無
指
過
失
．

心
操
調
和
如
水
随
器
．

「剛
柔
進
退
如
雲
葺
風
．

矧
乎

裁
縫
染
張
経
織
続
紡
之
道

「吏
桿
興
販
家
治
能
治
之
条

嘆
而
猶
有
余
．

朝
夕
厨
善
叶
心

［夏
冬
装
束
若
時
．

烏
帽
子
狩
衣

袴
袷
衣

柏
掛

金
単
衣

差
貫
水
早
　
已
上
夜
装
束

冠
抱
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半
腎
下
襲

大
口
表
袴

帯
大
刀

爵
扇

沓
機
　
已
上
昼
装
束

馬
鞍

弓
胡
籔

従
者
春
属

皆
依
此
女
房
之
徳
也
．

〈
第
三
の
妾
〉

美
貌
の
婦

第
三
妾
者

有
所
之
女
房

［強
縁
之
同
僚
／
也
．

年
始
十
八

容
顔
美
麗

［放
逸
豊
顔
／
也
．

　
一
偏
立
妖
艶
之
道
未
曾
知
世
間
上
．

難
然

養
沈
倫
窮
屈
之
性

［罷
世
路
喧
薫
之
思
．

縦
難
奉
公
衛
官
之
営
談
之
日
已
彼
忘
．

［縦
云
仕
仏
事
神
之
務
交
之
時
更
此
重
．

撮
眉
対
之
自
開

［怒
面
会
之
自
和
．

所
痛
触
之
忽
愈

「所
苦
得
之
速
安
．

夜
専
夜
愛

［昼
随
昼
翫
．

挑
眼
不
痛

［投
財
不
惜
．

不
揮
火
水

「不
障
風
雨
．

於
万
人
之
嘲
時
振
頭

［於
両
妻
　
嫉
妬
塞
耳
．

長
生
不
老
之
薬

［遣
齢
延
年
之
方

莫
過

於
斯
若
妻
乎
．

一82一

　
以
上
の
通
り
、
「
四
六
」
「
対
偶
」
技
法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
視
覚
的
に
も
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。
両
技
法
は
作
品
全
般
に
わ
た
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

て
み
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
約
六
三
〇
〇
字
の
本
文
中
、
そ
の
ほ
ぼ
半
数
と
い
え
る
三
〇
三
二
字
は
対
句
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

『
新
猿
楽
記
』
は
「
耕
儂
文
」
の
三
つ
の
特
徴
（
「
四
六
」
「
対
偶
」
「
典
故
」
）
の
内
、
二
つ
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。



次
に
「
典
故
」

　
（
‥
1
1
）
「
典
故
」
と
”
列
挙
の
方
法
”

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
具
体
例
を
挙
げ
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

網
掛
で
示
し
た
箇
所
が
そ
の
実
例
で
あ
る
。

例
①
（
序
v
冒
頭
部

　
予
二
十
余
年
以
還
歴
観
東
西
二
京

　
今
夜
之
見
物
計
事
者
於
古
今
未
有
．

　
『
新
猿
楽
記
』
の
書
き
出
し
が
、
慶
滋
保
胤
「
池
亭
記
」
の
冒
頭
句
「
予
二
十
余
年
以
来
歴
見
東
西
二
京
」
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
こ
と
に
つ
い

て
近
江
昌
司
氏
は
、
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

　
　
語
句
混
乱
し
て
難
解
な
個
所
も
多
く
、
冒
頭
は
、
『
池
亭
記
』
と
全
く
同
じ
書
き
出
し
を
か
り
て
い
る
。
ま
た
株
儒
舞
、
田
楽
、
塊
偶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
と
唐
術
、
品
玉
、
八
玉
と
並
べ
記
し
て
重
複
を
ま
ね
い
た
り
等
、
そ
の
文
章
は
多
分
に
卑
俗
の
類
に
入
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
冒
頭
か
ら
典
故
技
法
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
作
品
の
品
位
を
高
め
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返

し
に
な
る
が
典
故
は
耕
優
文
の
代
表
的
修
辞
技
法
で
あ
り
、
文
意
を
重
層
化
す
る
効
果
を
持
つ
。
冒
頭
句
の
踏
襲
は
、
『
新
猿
楽
記
』
と
い
う

作
品
に
文
学
的
奥
行
き
を
付
加
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
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例
②
〈
序
〉
猿
楽
者
批
評
部

　
抑

　
上
下
不
同

　
論
以
可
弁
　
．



百
太
「
籠
翼
腿

仁
南
「
竃
竃

　
定
縁
者
鳴
呼
之
神
也
．
先
見
其
形
断
一
端
之
腸
．

a
［
形
能
姦
楽
之
2
未
出
其
詞
解
万
人
之
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
県
井
戸
先
生
難
得
其
体
骨
詞
甚
鄙
而
時
々
致
言
失
．

b
「
世
尊
寺
堂
轟
受
莫
性
詞
剰
需
人
憂
怯

　
坂
上
菊
正
初
冷
而
終
増
興
宴
．

　［　
還
橋
徳
高
先
贈
而
未
無
秀
句
．

　
大
原
菊
武
此
道
巳
以
不
覚
也
．
己
独
栄
而
敢
無
人
間
愛
敬
．

・
［　

小
野
福
丸
其
体
甚
以
非
人
也
．
偏
乞
勾
而
不
可
衆
中
　
列
．

　
近
代
驚
耳
目
者
纏
四
五
人
而
已
．
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猿
楽
芸
能
者
を
批
評
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
文
章
の
ほ
と
ん
ど
が
対
句
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
a
b
c
の
記

号
を
付
し
た
句
は
隔
句
対
（
一
句
以
上
離
れ
た
句
ど
う
し
が
対
句
を
構
成
す
る
）
と
呼
ば
れ
、
技
法
的
に
高
度
と
さ
れ
る
対
句
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
こ
の
芸
能
者
批
評
の
原
典
は
『
古
今
和
歌
集
』
　
〈
真
名
序
〉
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
芸
能
者
批
評
の
直
前
の
「
抑
上
下
不
同
論

以
可
弁
　
．
」
と
い
う
句
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
、
〈
真
名
序
〉
六
歌
仙
評
直
前
の
「
然
長
短
不
同
。
論
以
可
弁
。
」
と
近
似
し
た
も
の
で
あ

り
、
実
際
の
芸
能
者
評
に
入
る
前
に
〈
真
名
序
〉
六
歌
仙
評
を
読
み
手
に
想
起
さ
せ
る
効
果
を
有
す
る
。
後
に
続
く
芸
能
者
評
は
、
こ
の
句
で



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

想
起
さ
せ
た
六
歌
仙
評
の
型
（
表
現
形
式
）
を
再
現
し
綴
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
締
め
括
り
の
「
近
代
驚
耳
目
者
纏
四
五
人
而
已
．
」

句
も
、
や
は
り
く
真
名
序
V
六
歌
仙
評
直
前
に
置
か
れ
る
「
近
代
存
古
風
者
。
譲
二
一
二
人
。
」
を
踏
襲
し
て
お
り
、
六
歌
仙
評
を
意
識
し
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
批
評
部
全
体
が
く
真
名
序
V
六
歌
仙
評
を
原
典
と
す
る
典
故
技
法
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
呪
師
儒
休
舞
」
か
ら
始
ま
る
二
十
八
種
の
猿
楽
演
目
の
列
挙
に
つ
い
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
で
も
「
物
名
を
列
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

す
る
と
こ
ろ
は
『
文
選
』
に
み
え
る
賦
や
『
楚
辞
』
の
或
る
部
分
に
似
な
い
で
も
な
い
。
」
と
、
中
国
古
典
の
形
式
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

い
る
。
こ
の
演
目
列
挙
に
つ
い
て
川
口
氏
は
漢
魏
六
朝
以
来
の
壁
画
を
紹
介
し
、
ま
た
「
散
楽
百
伎
の
列
挙
ー
芸
づ
く
し
の
様
式
は
六
朝
に
す

　
　
　
　
（
頒
）

で
に
み
え
る
」
と
し
て
、
梁
の
元
帝
の
『
纂
要
』
（
六
世
紀
成
立
）
、
『
唐
会
要
』
（
十
世
紀
成
立
）
の
名
を
挙
げ
て
こ
れ
ら
の
舶
来
の
可
能
性
を

説
か
れ
た
。
川
口
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
六
朝
期
の
作
品
に
芸
能
尽
く
し
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
具
体
的
名
称
を
挙
げ
て
の

紹
介
は
な
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。
以
下
は
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
張
平
子
「
西
京
賦
」
（
平
楽
館
の
百
戯
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

み
え
る
曲
芸
奇
術
の
列
挙
の
一
部
分
で
あ
る
。
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臨
迫
望
之
廣
場
、
程
程
角
紙
之
妙
戯
。
烏
獲
紅
鼎
、
都
盧
尋
撞
。
衝
狭
鷲
濯
、
胸
突
鈷
鋒
。
跳
丸
劒
之
揮
震
、
走
索
上
而
相
逢
。
…

　
（
天
子
は
広
々
と
し
た
広
場
に
お
出
ま
し
に
な
り
、
角
艇
の
妙
技
を
さ
せ
て
御
覧
に
な
り
ま
す
。
烏
獲
は
鼎
を
持
ち
上
げ
、
都
盧
は
軽

　
　
業
を
や
り
ま
す
。
衝
狭
あ
り
、
鷲
濯
あ
り
、
胸
を
鋭
い
矛
先
で
突
か
れ
る
者
が
お
り
ま
す
。
ま
た
玉
や
剣
を
く
る
く
る
と
投
げ
上
げ
、

　
　
受
け
止
め
る
者
、
高
く
張
っ
た
綱
の
上
を
す
れ
違
い
渡
る
者
な
ど
が
お
り
ま
す
。
…
）

　
天
子
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
曲
芸
奇
術
の
数
々
（
列
挙
）
と
、
「
予
」
が
目
撃
し
た
（
「
予
」
の
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
）
「
於
古
今

未
有
」
と
い
う
芸
能
の
数
々
（
列
挙
）
。
こ
の
よ
う
に
見
比
べ
る
と
、
列
挙
以
外
の
表
現
方
法
に
お
い
て
も
両
者
は
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

か
る
。
新
釈
漢
文
大
系
『
文
選
（
賦
篇
）
上
』
解
説
を
借
り
る
な
ら

　
（
2
9
）

、
賦
は
詩
よ
り
も
高
次
の
文
学
と
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。



『
文
選
』
の
巻
頭
を
飾
る
賦
は
も
っ
と
も
美
し
い
文
学
で
あ
り
、
言
わ
ば
耕
傭
文
の
中
の
耕
傭
文
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
賦
に
み
ら
れ
る
列
挙
．

羅
列
に
つ
い
て
戸
倉
秀
美
氏
は
、
そ
れ
が
「
美
し
い
言
葉
と
い
う
武
器
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
描
き
出
す
こ
と
」
で
あ
り
、
「
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

を
人
間
の
力
の
下
に
屈
伏
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
『
新
猿
楽
記
』
の
彩
し
い
物
名
列
挙
、
百
科
全
書
的
と
い
わ
れ
る
列
挙
の
方
法
は
、
賦
の
形
式
（
賦
の
精
神
）
に
近
接
し
た
も
の
で
あ
る
。

序
の
猿
楽
演
目
に
始
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
及
ぶ
膨
大
な
物
名
の
羅
列
…
そ
こ
か
ら
は
庶
民
の
世
界
を
根
こ
そ
ぎ
絡
め
と
ら
ん
と
あ
ふ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。
本
作
品
と
中
国
古
典
の
形
式
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
指
摘
は
積
極
的
に
支
持
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
新
猿
楽
記
』

は
、
詩
よ
り
も
文
学
的
に
高
次
元
と
み
ら
れ
る
、
賦
の
形
式
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
川
）
典
雅
と
卑
俗

　
以
上
、
『
新
猿
楽
記
』
に
は
餅
儂
文
の
特
徴
が
随
所
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
句
の
字
数
を
揃
え
（
四
六
）
、
文
章
の
ほ
と

ん
ど
を
対
句
で
構
成
し
（
対
偶
）
、
ま
た
典
故
の
技
法
も
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
数
多
く
の
列
挙
は
賦
（
駐
傭
文
）
の
系
列
に
つ
ら
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
語
彙
に
は
「
見
物
」
「
物
語
」
な
ど
の
和
語
が
あ
り
、
和
習
の
強
さ
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
大
き
く
文
体
と
い

う
点
に
お
い
て
本
作
品
を
見
た
時
、
先
に
挙
げ
た
騎
傭
文
の
特
徴
を
有
す
る
『
新
猿
楽
記
』
は
、
た
し
か
に
耕
偲
文
（
純
漢
文
）
を
志
向
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
新
猿
楽
記
』
は
、
六
朝
期
に
隆
盛
し
た
格
律
を
重
ん
じ
る
騨
麗
文
…
つ
ま
り
形
式
美
、
言
語
美
を
目
指
し
た
、

貴
族
・
知
識
人
が
好
む
と
こ
ろ
の
美
文
で
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
福
井
佳
夫
氏
は
「
美
文
の
文
体
と
精
神
は
一
体
化
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
「
美
文
で
は
「
か
く
感
じ
、
か
く
つ
づ
る
べ
し
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

い
う
規
制
が
…
大
な
り
小
な
り
存
在
し
て
い
た
に
相
違
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
腓
儲
文
（
美
文
）
と
は
、
そ
の
装
飾
的
文
体
に
ふ
さ
わ

し
い
題
材
に
つ
い
て
、
様
々
な
技
法
を
駆
使
し
表
現
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
理
想
は
文
飾
と
内
容
が
調
和
し
た

典
雅
な
文
章
と
な
ろ
う
。
で
は
果
た
し
て
『
新
猿
楽
記
』
は
、
こ
の
理
想
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
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『
新
猿
楽
記
』
は
確
か
に
耕
儂
文
の
形
式
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
題
材
は
餅
儂
文
に
適
さ
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
作
品
が
描

き
出
す
の
は
、
階
層
も
職
業
も
善
悪
も
さ
ま
ざ
ま
な
庶
民
の
姿
で
あ
る
。
本
来
、
六
朝
・
平
安
期
の
腓
傭
文
…
〈
雅
〉
の
頂
点
を
極
め
る
文
章

で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
筈
も
無
い
、
狼
雑
で
卑
俗
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

　
耕
儲
文
の
形
式
を
有
す
る
『
新
猿
楽
記
』
は
、
実
は
腓
傭
文
の
理
想
か
ら
最
も
遠
く
隔
た
っ
た
作
品
な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
果
と
し
て

そ
の
文
飾
の
美
し
さ
は
逆
に
内
容
の
卑
俗
さ
を
引
き
た
て
る
効
果
を
生
み
だ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
体
の
〈
雅
〉
と
内
容
の
〈
俗
〉

と
い
う
落
差
、
そ
れ
こ
そ
が
『
新
猿
楽
記
』
と
い
う
作
品
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ス
タ
イ
ル
と
い
う
点
で
は
耕
傭
文
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
本
作
品
だ
が
、
詳
し
く
表
現
を
検
証
し
て
い
く
と
幾
つ
か
の
問
題
点
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
次
節
で
は
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
文
体
の
中
味
と
し
て
の
、
表
現
の
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

（
2
）
表
現
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）
漢
文
法
に
お
け
る
問
題

　
こ
れ
ま
で
の
『
新
猿
楽
記
』
研
究
の
中
で
は
、
文
法
上
問
題
の
あ
る
漢
文
表
現
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

品
が
耕
儂
文
（
純
漢
文
）
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
こ
の
点
は
見
過
す
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

本
作
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（
a
）
「
敢
無
」
「
敢
不
」
と
「
無
敢
」
「
不
敢
」

例
③
〈
第
一
の
本
妻
〉

　
　
難
致
気
薗
貰
人
．

　「　
　
難
為
媚
親
更
多
厭
者
．

宛
如
極
寒
之
月
夜
．
　
気
装
を
致
す
と
い
え
ど
も
敢
え
て
愛
す
る
人
な
し
。
宛
も
極
寒
の
月
夜
の
如
し
。

猶
若
盛
熱
之
陽
炎
．
　
媚
び
睦
ぶ
る
こ
と
を
為
す
と
い
え
ど
も
更
に
厭
う
者
多
し
。
猶
し
盛
熱
の
陽
炎
の
如
し
。



　
引
用
句
を
現
代
語
訳
す
る
と
、
「
い
く
ら
化
粧
を
し
た
と
こ
ろ
で
進
ん
で
彼
女
を
愛
す
る
人
は
い
な
い
。
誰
も
賞
美
す
る
こ
と
の
な
い
師
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

の
月
夜
の
よ
う
だ
。
媚
び
て
親
し
げ
に
す
れ
ば
、
さ
ら
に
嫌
が
る
者
が
多
く
な
る
。
ち
ょ
う
ど
暑
く
て
堪
ら
な
い
水
無
月
の
ひ
な
た
の
よ
う
だ
。
」

と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
あ
え
て
…
な
し
」
と
訓
読
さ
れ
、
否
定
の
意
と
さ
れ
る
「
敢
無
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

　
角
川
『
新
字
源
（
改
訂
版
）
』
付
録
助
字
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
敢
不
（
無
）
」
と
「
不
（
無
）
敢
」
は
決
定
的
に
意
味
が
異
な
り
、
「
敢
不
」
は

反
語
、
「
不
敢
」
は
「
進
ん
で
は
…
し
な
い
」
（
否
定
）
と
説
明
さ
れ
る
。
文
法
に
則
っ
て
「
敢
無
」
を
訓
読
す
る
と
「
あ
え
て
…
な
か
ら
ん
や
」
。

反
語
で
あ
る
か
ら
「
ど
う
し
て
…
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
い
や
、
き
っ
と
…
あ
る
）
」
の
意
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
は
「
気
装
を
致
す
と
い

え
ど
も
あ
え
て
愛
す
る
人
な
か
ら
ん
や
」
と
な
り
、
現
代
語
訳
も
「
い
く
ら
化
粧
を
し
た
と
こ
ろ
で
ど
う
し
て
彼
女
を
愛
す
る
人
が
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
（
い
や
、
き
っ
と
い
る
）
」
と
す
る
の
が
正
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
文
章
の
辻
棲
が
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
前
後
の
文
脈
か
ら
、
「
化
粧
を
し
て
も
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
な
い
」
と
の
文
意
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
な
る
と
文
法
は
「
敢
無
」

で
は
な
く
「
無
敢
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
初
歩
的
な
「
誤
り
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
『
新
猿
楽
記
』
に
み
え
る
「
敢
」
の
下
に
否
定
が
置
か
れ
る
副
詞
（
「
敢
無
」
「
敢
不
」
）
の
例
は
他
に
三
例
。
以
下
、
順
に
検
証
し
て
ゆ
く
。
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例
④
〈
序
〉
猿
楽
者
批
評
部

　
　
大
原
菊
武
此
道
已
以
不
覚
也
．

　「　
　
小
野
福
丸
其
体
甚
以
非
人
也
．

己
独
栄
而
國
圏
人
間
愛
敬
．

偏
乞
勾
而
不
可
衆
中
一
列
．

④
を
表
記
に
し
た
が
っ
て
訓
読
す
る
と
「
大
原
の
菊
武
、
こ
の
道
已
に
以
っ
て
不
覚
な
り
。
己
独
り
栄
え
、
而
し
て
敢
え
て
人
間
の
愛
敬
な

か
ら
ん
や
。
小
野
の
福
丸
、
そ
の
体
甚
だ
以
っ
て
非
人
な
り
。
偏
に
乞
匂
、
而
し
て
衆
中
に
一
列
す
べ
か
ら
ず
」
と
な
る
。
し
か
し
文
脈
か
ら

「
大
原
の
菊
武
と
い
う
人
物
の
芸
は
不
覚
で
、
自
分
一
人
だ
け
が
盛
り
上
が
っ
て
世
の
人
に
愛
さ
れ
な
い
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の



で
、
正
し
く
は
「
無
敢
」
と
な
ろ
う
。

例
⑤
〈
序
〉
翌
日
の
混
乱

　
　
其
明
朝
天
陰
雨
降
（
中
略
）

　
　
有
戴
畳
艶
臥
深
泥

　「　
　
有
着
莚
落
入
堀
川

　
　
見
之
嘲
睡
之
人
卵
困
可
勝
計
．

⑤
は
猿
楽
の
一
夜
が
明
け
た
後
を
描
い
た
箇
所
で
あ
る
。
「
猿
楽
見
物
に
興
じ
た
翌
朝
、
雨
が
降
っ
た
。
人
々
は
藁
を
蓑
に
薦
を
笠
に
し
て
…

ま
た
は
袴
を
た
く
し
上
げ
た
り
、
袖
を
担
い
だ
り
し
て
、
雨
の
中
を
右
往
左
往
す
る
。
畳
を
担
い
だ
ま
ま
泥
の
中
へ
倒
れ
る
者
や
、
莚
を
着
て

堀
川
に
落
ち
る
者
が
い
る
。
そ
ん
な
人
々
の
混
乱
ぶ
り
を
見
て
嘲
笑
し
て
い
る
者
は
数
え
き
れ
な
い
。
」
の
意
で
あ
る
。
問
題
箇
所
を
表
記
に

従
い
反
語
と
す
る
と
、
「
人
々
の
混
乱
ぶ
り
を
見
て
嘲
笑
し
て
い
る
人
を
、
ど
う
し
て
数
え
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
い
や
、
き
っ

と
数
え
き
れ
る
）
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
も
文
脈
に
適
合
し
て
い
な
い
。
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例
⑥
〈
十
四
の
御
許
の
夫
〉

　
　
閨
太
而
如
横
虹
梁

　「　
　
雁
高
而
似
戴
藺
笠
．

「
鷺

不
調
放
逸

閥
太
く
し
て
虹
梁
を
横
た
え
た
る
が
如
し
。

雁
高
く
し
て
藺
笠
を
戴
け
る
に
似
た
り
。

長
さ
は
八
寸

太
さ
は
四
伏
せ
。



紐
結
附
賛
如
蜘
蛛
咋
付
．

「帯
縛
筋
脈
如
蛆
矧
肢
行
．

剛
如
木
株

「堅
如
鉄
槌
．

「
饗

國
圏
被
嫁
之
女
．

但此
十
四
御
許
一
人
翫
之
柳
無
所
憧
．

紐
結
の
附
贅
は
蜘
蛛
の
咋
付
け
る
が
如
し
。

帯
縛
の
筋
脈
は
蛆
矧
の
肢
行
く
が
如
し
。

剛
き
こ
と
木
株
の
如
く

堅
き
こ
と
鉄
槌
の
如
し
。

晩
に
発
い
て

暁
に
萎
ゆ
。

但
し

こ
の
十
四
御
許
一
人
こ
れ
を
翫
び
柳
か
も
憧
る
所
な
し
。

　
問
題
箇
所
以
外
に
は
訓
読
を
付
し
て
お
い
た
。
こ
れ
は
、
十
四
番
目
の
娘
の
配
偶
者
の
た
っ
た
ひ
と
つ
の
取
柄
、
巨
根
に
つ
い
て
の
記
述
で

あ
る
。
「
敢
無
被
嫁
之
女
」
の
意
が
問
題
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
句
は
そ
の
直
後
に
置
か
れ
る
「
こ
の
十
四
番
目
の
娘
一
人
、
こ
の
巨
根
を

翫
ん
で
遠
慮
す
る
所
が
な
い
」
と
い
う
一
文
が
な
け
れ
ば
、
反
語
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
巨
根
に
つ
い
て
の
記
述
の
あ
と
で
「
敢
無

被
嫁
之
女
」
と
あ
れ
ば
、
「
こ
の
巨
根
の
男
に
ど
う
し
て
女
が
嫁
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
き
っ
と
嫁
ぐ
」
と
の
理
解
で
問
題
は
な
い
。
し

か
し
、
「
此
十
四
御
許
一
人
～
」
と
あ
る
以
上
、
反
語
の
「
敢
無
」
で
は
文
意
が
通
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
も
「
こ
の
巨
根
の
男
に
進

ん
で
嫁
ぐ
女
は
い
な
い
」
の
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
無
敢
」
と
記
述
さ
れ
る
べ
き
箇
所
と
い
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
『
新
猿
楽
記
』
で
は
反
語
「
敢
無
」
（
「
敢
不
」
）
と
否
定
「
無
敢
」
（
「
不
敢
」
）
を
四
例
全
て
に
お
い
て
、
誤
っ
て
使
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芭

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
記
録
体
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
和
習
で
あ
る
が
、
腓
傭
文
で
書
か
れ
た
詩
文
の
代
表
と
さ
れ
る
『
本
朝
文
粋
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
語
）

こ
の
よ
う
な
誤
用
例
は
み
ら
れ
な
い
。
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（
b
）
「
錐
」

例
⑦
〈
三
の
君
の
夫
〉
農
耕

　
　
春
以
一
璽
地
面

　
　
秋
以
万
倍
　
納
蔵
内
．

春
は
｝
粒
を
以
っ
て
地
面
に
散
ら
す
と
い
え
ど
も

秋
は
万
倍
を
以
っ
て
蔵
内
に
納
む
る
。

　
こ
の
句
の
問
題
点
は
、
「
筐
量
」
の
置
か
れ
る
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
は
文
法
的
に
明
ら
か
な
「
誤
り
」
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
漢
文
と
し
て
意
味

が
通
ら
な
い
。
本
来
「
難
」
（
接
続
詞
）
は
句
頭
に
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
正
し
く
は
左
記
の
通
り
と
な
る
。

圃春
以
一
粒
散
地
面

「秋
以
万
倍
納
蔵
内
．
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こ
の
よ
う
に
「
難
」
を
句
頭
に
用
い
れ
ば
、
「
春
以
～
」
句
と
「
秋
以
～
」
句
は
、
字
数
の
揃
っ
た
対
句
に
整
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
『
新
猿
楽
記
』
に
は
、
「
難
」
の
用
例
を
他
に
十
七
例
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
例
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
そ
の
配
置
に
問
題
は
み
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
『
新
猿
楽
記
』
は
、
列
挙
部
分
を
除
け
ば
本
文
の
大
部
分
に
好
ん
で
「
四
六
」
「
対
偶
」
の
技
法
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
原
則
を

破
っ
て
ま
で
、
な
ぜ
句
中
に
「
難
」
を
置
い
た
の
か
、
が
問
題
と
い
え
よ
う
。



（
c
）
「
以
何
」

例
⑧
（
十
六
の
君
〉
遊
女

　
　
年
若
之
間
自
難
過
売
身

　「　
　
色
衰
之
後
㎜
…
圃
送
余
命
／
哉
．

年
若
き
間
は
み
ず
か
ら
売
身
し
て
過
ご
す
と
い
え
ど
も
、

色
衰
え
て
後
は
な
に
を
以
っ
て
か
余
命
を
送
ら
ん
や

　
引
用
句
は
従
来
右
の
通
り
訓
読
さ
れ
て
き
た
。
問
題
の
「
色
衰
～
」
の
句
は
、
文
末
に
疑
問
の
助
詞
「
哉
」
が
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
以

何
」
を
「
ど
う
し
て
、
ど
う
や
っ
て
」
の
意
で
用
い
て
い
る
こ
と
に
は
問
題
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
句
の
意
は
「
色
気
の
衰
え
た
後
は
ど
う
や
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

て
余
命
を
送
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
意
を
表
す
疑
問
詞
は
「
何
以
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
も
漢
文
法
的
に
は
「
誤
り
」
と

認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
対
句
の
一
方
で
あ
る
「
年
若
～
」
句
の
、
「
自
」
「
難
」
の
二
文
字
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
は
「
自
」
を
「
み
ず
か
ら
」
と
読
み
、

日
本
語
と
し
て
は
主
語
の
ご
と
き
扱
い
と
な
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
「
み
ず
か
ら
」
の
「
自
」
は
副
詞
で
あ
り
、
主
語
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

は
な
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
訓
読
に
従
う
と
「
年
若
間
自
難
過
売
身
」
の
句
も
文
法
的
に
「
誤
り
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
の
ま
ま
、
こ
の
句
を
「
誤
り
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
自
」
は
逆
接
の
接
続
詞
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
文
法
的
な
問
題
は
解
消
さ
れ
、
文
意
に
無
理
も
生
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
つ
ま
り
、
問
題
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

「
自
」
は
、
「
い
え
ど
も
」
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
認
定
で
き
よ
う
。
（
「
自
」
を
逆
接
の
接
続
詞
と
し
て
使
用
す
る
例
は
稀
だ
が
、
『
史
記
』

　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

『
漢
書
』
に
用
例
が
み
ら
れ
る
。
）
「
自
難
」
の
語
は
、
「
い
え
ど
も
」
を
重
複
さ
せ
逆
接
を
強
調
す
る
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

訓
読
は
「
年
若
き
間
は
売
身
し
て
過
ご
す
と
い
え
ど
も
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
問
題
と
す
べ
き
は
、
対
句
の
一
方
で
稀
少
な
用
例
を
誤
り
な
く
使
用
し
な
が
ら
、
そ
の
す
ぐ
隣
で
「
何
以
」
と
い
う
疑
問
の
基
本

一92一



句
形
を
「
誤
っ
て
」
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
新
猿
楽
記
』
に
み
ら
れ
る
漢
文
法
上
の
誤
り
を
三
点
指
摘
し
た
。
本
作
品
が
冒
頭
か
ら
、
そ
し
て
全
文
に
わ
た
っ
て
記
録
体
（
変
体
漢
文
）

で
書
か
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
漢
文
法
に
縛
ら
れ
る
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
「
誤
り
」
が
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
先
に
文
体
と
内
容
の
落
差
が
、
本
作
品
の
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
も
『
新
猿
楽
記
』
の
文
体
が
騨
傭
文
（
純
漢
文
）

を
志
向
す
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
文
法
的
誤
用
が
際
立
っ
て
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
‥
1
1
）
典
故
技
法
を
め
ぐ
る
問
題

　
典
故
技
法
は
、
読
み
手
が
原
典
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
修
辞
法
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
原
典
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
典
故

の
”
内
容
の
奥
ゆ
き
を
深
め
表
現
を
装
飾
す
る
”
効
果
は
得
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
典
故
技
法
は
そ
の
原
典
が
想
起
さ
れ
て
こ
そ
”
生

き
る
”
の
で
あ
る
。
『
新
猿
楽
記
』
に
み
ら
れ
る
典
故
は
決
し
て
稀
少
な
典
籍
を
原
拠
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
『
文
選
』
『
白
氏
文
集
』
『
本
朝

文
粋
』
に
収
載
さ
れ
る
詩
文
な
ど
が
原
典
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
（
故
に
、
読
み
手
は
容
易
に
原
典
を
想
起
し
、
そ
の
類
似
や
差
異
を
解

し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
典
故
の
不
均
一
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。
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（
a
）
受
容
と
変
容

　
例
⑨
は
原
典
を
摂
取
し
つ
つ
変
容
さ
せ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
引
用
部
は
十
三
の
娘
の
夜
這
人
、
山
口
炭
武
な
る
人
物
に
つ
い
て
の
記
述
で

あ
る
が
・
白
居
易
の
「
売
炭
翁
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
．
融
．
・
上
段
は
『
新
猿
楽
記
』
本
文
下
段
は
そ
の
原
典
で
あ
る
「
売
炭

翁
」
の
該
当
箇
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
近
似
は
い
か
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。



例
⑨
〈
十
三
の
娘
〉
（
夜
這
人
）

　
　
姓
山
口

　
　
名
炭
武
．

　
　
常
願
天
之
寒

　
「

　
　
鎮
悪
気
之
暖
．

　
　
十
指
黒

　
［

　
　
両
髪
白
．

　
　
出
苦
官
使
之
奢

　
［

　
　
入
憂
幣
衣
之
破
．

　
　
身
常
交
灰
煙

　
［

　
　
命
僅
係
炭
薪
／
　
．

例
⑨
原
典
「
売
炭
翁
」

　
　
満
面
塵
灰
煙
火
色

両
髪
蒼
蒼
十
指
黒

売
炭
得
銭
何
所
営

身
上
衣
装
口
中
食

可
憐
身
上
衣
正
単

心
憂
炭
賎
願
天
寒

…
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
（
4
3
）

抜
粋
　
白
居
易

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
『
新
猿
楽
記
』
の
「
十
指
黒
‡
両
髪
白
．
」
と
い
う
対
句
で
あ
る
。
こ
の
句
に
対
応
す
る
の
が
傍
線
を
付
し
た

「
両
髪
蒼
蒼
十
指
黒
」
の
句
で
、
原
典
で
は
〈
句
中
対
〉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
〈
句
中
対
〉
と
は
、
一
句
中
に
対
の
語
を
有
す
る
形
で
あ
り
、

通
常
の
二
句
で
構
成
さ
れ
る
〈
対
句
〉
よ
り
、
そ
の
対
比
は
緩
や
か
に
な
る
。
原
典
の
句
も
「
両
髪
蒼
蒼
十
指
黒
（
両
髪
の
色
は
ご
ま
し
お
色

で
十
本
の
指
は
黒
色
）
」
と
、
「
灰
色
」
「
黒
色
」
と
い
う
色
の
濃
淡
で
対
を
形
成
し
て
い
る
。
『
新
猿
楽
記
』
は
こ
れ
を
、
「
両
髪
蒼
蒼
」
か
ら

「
両
髪
白
」
に
作
り
変
え
、
二
句
構
成
（
通
常
）
の
〈
対
句
〉
と
し
て
使
用
す
る
。
髪
の
色
を
、
ご
ま
し
お
色
（
灰
色
）
か
ら
白
髪
（
白
色
）

へ
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
指
の
黒
さ
（
黒
色
）
と
の
対
比
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
白
と
里
…
と
い
う
鮮
明
さ
で
も
っ
て
く
句
中
対
V
を
〈
対

句
〉
に
作
り
変
え
る
、
こ
れ
は
『
新
猿
楽
記
』
の
強
い
〈
対
句
〉
構
成
意
欲
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
『
新
猿
楽
記
』
の
典
故
技
法
が

単
な
る
原
典
引
用
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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例
⑩
〈
十
二
の
公
〉
美
女

［
羅
鯵
竃
雑
轟

　
　
不
着
粉
自
白

　
［

　
　
不
施
赦
自
緒
．

［
顧
竃
・

［
警
牛

例
⑪
〈
十
三
の
娘
〉

　
　
　
圏
圓
額
短
．

　
　
　
圏
額
太
．

　
　
　
圏
劃
騨
誕
．

　
　
　
個
圏
鵠
胸

　
　
　
圏
仙
戻
脚

醜
女

㊥
聞
願
長
．

願
高
頬
窄
．

編
膨
塞
鼻
．

臆
脹
蛙
腹
．

囲
癩
歴
易

禦
劃
．

［長
身
而
裾
不
足
．

身
薫
胡
臭
．

［衣
集
機
楓
．

手
如
鉄
釧
．

［足
如
鍬
枚
．

施
粉
宛
似
狐
面
．

［着
禎
猶
如
猿
尻
．

例
⑩
⑪
原
典
　
　
　
　
　
（
4
4
）

「
登
徒
子
好
色
賦
」
抜
粋
　
宋
玉

　
…
玉
日
、
天
下
之
佳
人
、
莫
若
楚
國
。

　
楚
國
之
麗
者
、
莫
若
臣
里
。
臣
里
之
美
者
、

　
莫
若
臣
東
家
之
子
。
東
家
之
子
、

　
増
之
一
分
則
太
長
、
減
之
一
分
則
太
短
。

著
粉
則
太
白
、
施
朱
則
太
赤
。

眉
如
翠
羽
、
酬
聞
国
。

腰
如
束
素
、
圃
㎜
閤
圓
。

婿
然
［
H
…
因
、
惑
陽
城
迷
下
察
。
此
女
登
艦

閲
臣
三
年
、
至
今
未
許
也
。

登
徒
子
則
不
然
。
其
妻
閣
圏
囲
、

團
闇
圏
圃
、
園
『
、
又
囲
且
痔
。

　
例
⑩
⑪
は
右
衛
門
尉
の
最
も
美
し
い
十
二
番
目
の
娘
（
上
段
）
と
、
最
も
醜
い
十
三
番
目
の
娘
（
中
段
）
の
記
述
で
あ
り
下
段
は
両
者
の
原

典
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
・
宋
玉
の
「
登
徒
子
好
色
賦
」
で
あ
．
鉋
・
対
応
す
る
字
句
は
そ
れ
ぞ
れ
四
角
で
囲
ん
で
示
し
た
。
（
な
お
、
例
⑩
〈
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

二
の
公
〉
に
み
ら
れ
る
典
故
の
原
典
に
は
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
）

　
こ
こ
で
、
二
点
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
ひ
と
つ
は
、
「
好
色
賦
」
と
い
う
｝
個
の
作
品
内
に
描
か
れ
た
美
女
醜
女
の
記
述
を
、
　
〈
十
二
の

公
〉
の
美
女
、
〈
十
三
の
娘
〉
の
醜
女
と
い
う
よ
う
に
二
章
段
に
分
け
て
い
る
点
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
も
と
も
と
は
美
女
を
表
現
す
る
句
を
、

醜
女
を
表
現
す
る
句
に
作
り
変
え
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
波
線
と
傍
線
を
施
し
た
句
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　
原
典
「
好
色
賦
」
で
は
波
線
部
「
増
之
一
分
則
太
長
、
減
之
一
分
則
太
短
。
」
も
、
傍
線
部
「
著
粉
則
太
白
、
施
朱
則
太
赤
。
」
も
、
両
方
と

も
美
女
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
句
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
す
る
と
、
波
線
部
「
丈
が
ち
ょ
っ
と
で
も
増
す
と
高
く
な
り
す
ぎ
で
、
ち
ょ
っ
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と
で
も
減
ず
れ
ば
低
す
ぎ
る
（
1
1
調
度
良
い
背
の
高
さ
）
」
、
傍
線
部
「
白
粉
を
つ
け
る
と
白
す
ぎ
て
し
ま
い
、
紅
を
さ
す
と
赤
す
ぎ
て
し
ま
う

（
1
1
白
粉
を
つ
け
な
く
て
も
肌
は
白
く
、
紅
を
つ
け
ず
と
も
赤
い
唇
）
」
と
な
ろ
う
。
こ
の
「
著
粉
則
太
白
～
」
の
句
は
、
『
新
猿
楽
記
』
で
も

〈
十
二
の
公
（
美
女
）
〉
を
表
現
す
る
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
「
不
着
粉
自
白
不
施
赦
自
猪
．
」
訳
…
「
（
肌
は
）
白
粉
を
着
け
な
く
て
も

白
く
、
（
唇
は
）
紅
を
施
さ
な
く
て
も
赤
い
」
）
。
「
好
色
賦
」
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
り
、
美
し
さ
の
表
現
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、

同
時
に
「
著
粉
則
太
白
～
」
の
句
は
原
典
と
は
全
く
逆
の
、
醜
さ
の
表
現
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
〈
十
三
の
娘
（
醜
女
）
〉
の

「
施
粉
宛
似
狐
面
．
着
禎
猶
如
猿
尻
．
」
の
句
で
あ
る
（
「
白
粉
を
つ
け
る
と
ま
る
で
狐
の
顔
の
よ
う
だ
。
紅
を
つ
け
る
と
猿
の
尻
の
よ
う
に
赤

い
。
」
）
。
波
線
を
施
し
た
「
増
之
一
分
～
」
句
に
つ
い
て
も
同
様
に
醜
さ
の
表
現
と
し
て
、
典
故
を
改
変
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
（
「
短
頸
而
襟
有
余
．
長
身
而
裾
不
足
ご
訳
…
「
首
が
短
す
ぎ
て
襟
が
余
る
。
身
長
が
高
す
ぎ
て
裾
が
足
り
な
い
」
）
。

　
こ
の
よ
う
に
『
新
猿
楽
記
』
は
原
典
を
摂
取
し
、
そ
れ
を
独
自
の
表
現
に
変
容
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
「
好
色
賦
」
に
つ
い

て
の
理
解
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
作
品
に
賦
の
形
式
へ
の
意
識
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
『
新

猿
楽
記
』
と
「
賦
」
（
『
文
選
』
）
と
が
近
し
い
間
柄
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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（
b
）
不
自
然
な
典
故
使
用

　
『
新
猿
楽
記
』
の
典
故
は
、
原
典
の
引
用
に
留
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
不
自
然
な
形
で
の
原
典
引
用
も
指
摘
で

き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
新
猿
楽
記
』
と
そ
の
原
典
『
古
今
和
歌
集
』
〈
真
名
序
〉
双
方
の
記
述
を
比
較
し
検
討
し
て
み
る
。



例
⑫
（
十
一
の
君
〉
そ
の
気
装
人
・
柿
本
恒
之

　
　
十
一
君
気
装
人
者
一
宮
先
生
柿
本
恒
之
．

　
　
管
弦
井
和
歌
之
上
手
也
．
…
（
中
略
）

　
　
就
中

　
　
至
干
和
歌
所
抜
能
也
．

　
　
扇
關
閥
固
之
古
風

　「　
　
汲
圓
圓
之
末
流
．

籠
隠
舗

　
　
柳
無
所
停
滞
．

　
　
凡

　
　
團
圏
園
之
御
代

　
　
寅
凹
團
以
降

　
　
古
万
葉
集
新
万
葉
集

　
　
古
今
後
撰

　
　
拾
遺
抄
諸
家
集
　
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

例
⑫
原
典
　
『
古
今
和
歌
集
』
〈
真
名
序
〉

夫
和
歌
者
。
託
其
根
於
心
地
。
発
其
花
於
詞
林
者
也
。
（
中
略
）

和
歌
圃
因
園
。
一
日
風
。
二
日
賦
。
三
日
比
。
四
日
興
。
五
日

雅
。
⊥
ハ
日
煩
。
（
中
略
）

然
而
神
代
七
代
、
時
質
人
淳
。
情
欲
無
分
。
和
嵜
未
作
。
逮
干

園
闇
團
至
出
雲
国
。
始
右
日
閨
之
詠
。
今
反
寄
之
作
也
。

其
後
難
天
神
之
孫
。
海
童
之
女
。
莫
不
以
和
歌
通
情
者
。
髪
及

人
代
。
此
風
大
興
。
国
閨
困
之
類
。
雑
躰
非
一
。

源
流
漸
繁
。
警
猶
払
雲
之
樹
。
生
自
寸
苗
之
煙
。
浮
天
之
波
。

起
於
一
滴
之
露
。
至
如
闇
閥
團
之
什
献
天
皇
。
同
矧
囲
之
篇
報

因
田
。
或
事
関
神
異
。
或
興
入
幽
玄
。
（
中
略
）

然
猶
有
先
師
閲
因
因
者
。
高
掴
神
，
妙
之
司
…
独
刻
古
劇
2
，
聞
則

有
山
辺
赤
人
者
。
並
和
歌
仙
也
。
…
（
中
略
）

近
代
閲
ー
然
長
短
不
同
。
論
以
可
弁
。

閲
川
口
酬
囮
。
，
ガ
，
得
，
覇
，
㈱
司
然
其
詞
花
而
少
実
。
如
図
圃
閣
囲

圃
囚
圃
。
圃
閨
之
歌
。
其
心
有
余
。
其
詞
，
飛
，
足
。
如
萎
花

難
少
彩
色
。
而
有
薫
香
。
文
琳
巧
詠
物
。
然
其
体
近
俗
。
如
買

閨
。
宇
治
山
僧
喜
撰
。
其
詞
花
麗
。
而
首
尾
停
滞
。
如

望
秋
月
遇
暁
雲
。
困
聞
困
囲
之
寄
。
古
閥
…
圃
幽
之
流
也
。
然
艶
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尽
以
見
畢
．

不
可
恥
於
　
猿
丸
太

べ
通
姫
左

不
在
所
於
　
　
恒
貫
之

「
閨
圏
之
得
其
名
自
招
莫

　
　
　
　
　
」
野
4
　
／
等
．

閲
脚
置
之
長
此
道
猶

画
女
之
動
人
情
之
伸

著
鮮
衣
之
二
＝

難　其　況
然　外
　　好
　　此
　　道
　　者
　　於
　　古
　　今
　　幾
　　千
　　万

存
古
風
者
此
公
一
　
而
已
．

温
其
氏
則
閨
之
末
孫
．

「問
其
家
又
［
脚
圏
前
跡
／
也
．

舟
不
字
備
園
劇

「五
七
五
七
々
避
八
病
．
…
（
以
下
略
）

而
無
気
力
。
如
病
婦
之
着
花
粉
。
大
友
黒
主
之
寄
。
固
闇
因

因
之
次
也
。
頗
有
逸
興
。
，
而
躰
，
甚
，
卵
。
如
田
夫
之
息
花
前
也
。

（
中
略
）

髪
詔
大
内
記
紀
友
則
。
御
書
所
領
薗
。
前
甲
斐
少
目
囲
画

回
閑
壇
。
右
衛
門
府
壬
生
忠
琴
等
。
各
献
歌
集
。
（
以
下
省
略
）
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四
角
で
囲
ん
で
示
し
た
語
は
両
者
に
共
通
す
る
字
句
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
真
名
序
〉
に
お
い
て
二
重
鎖
線
↑
…
↓
を
施
し
た
字
句
は
、
〈
序
〉

の
芸
能
者
批
評
の
典
故
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
。
こ
の
よ
う
に
『
新
猿
楽
記
』
に
は
〈
真
名
序
〉
に
よ
る
典
故
表
現
が
甚
だ
多
く
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
〈
真
名
序
〉
に
依
拠
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
原
典
引
用
を
誤
っ
て
い
る
と
認
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
個
所
が
あ



る
。
そ
れ
は
、
花
山
僧
正
（
遍
照
）
と
在
原
中
将
（
業
平
）
の
批
評
を
対
句
と
し
た
箇
所
で
あ
る
。

花
山
僧
正
之
長
此
道
猶
有
画
女
之
動
人
情
之
難

「在
原
中
将
之
得
其
名
自
招
買
人
　
著
鮮
衣
之
議
．

花
山
僧
正
こ
の
道
に
長
ぜ
る
、
猶
画
女
の
情
を
動
か
す
難
あ
り
。

在
原
中
将
そ
の
名
を
得
た
る
も
、
自
ら
買
人
の
鮮
衣
を
着
た
る
訓
を
招
く
。

　
『
新
猿
楽
記
』
に
お
け
る
業
平
評
は
、
網
掛
で
示
し
た
通
り
「
自
招
買
人
著
鮮
衣
之
訓
．
（
自
ら
買
人
の
鮮
衣
を
着
た
る
訓
を
招
く
）
」
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
〈
真
名
序
〉
業
平
評
は
「
其
心
有
余
。
其
詞
不
足
。
如
萎
花
難
少
彩
色
。
而
有
薫
香
。
（
其
こ
こ
ろ
余
り
あ
り
て
、
其
こ
と

ば
足
ら
ず
。
萎
め
る
花
の
彩
色
少
な
し
と
い
え
ど
も
薫
香
あ
る
が
ご
と
し
）
」
で
あ
る
の
だ
。
〈
真
名
序
〉
で
、
「
如
買
人
着
鮮
衣
（
商
人
の
鮮

や
か
な
る
衣
を
き
た
る
）
」
と
評
さ
れ
る
の
は
、
文
淋
、
つ
ま
り
文
屋
康
秀
の
方
な
の
に
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
川
口
久
雄
氏
は
「
あ
や
ま
っ
て
業
平
に
つ
い
て
の
評
語
と
し
た
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
単
な

る
誤
り
と
す
る
の
は
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
通
り
、
『
新
猿
楽
記
』
に
は
『
古
今
和
歌
集
』
〈
真
名
序
〉
を
原
典
と
す
る
表
現
が

多
量
に
見
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
〈
序
〉
の
猿
楽
者
批
評
は
ま
る
ご
と
、
〈
真
名
序
〉
⊥
ハ
歌
仙
評
か
ら
の
典
故
表
現
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
猿
楽
者
の
一
人
で
あ
る
世
尊
寺
堂
達
を
批
評
す
る
句
に
「
錐
受
其
天
性
詞
剰
多
而
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
〈
真
名
序
〉
業

平
評
「
其
詞
不
足
。
」
を
反
転
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
の
句
は
両
者
と
も
同
一
原
典
を
も
つ
典
故
表
現
で
あ
り
、
原
典
で
も
隣
り

合
っ
て
記
述
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
対
句
の
片
方
で
あ
る
花
山
僧
正
の
評
語
に
は
誤
り
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
み
て
、

こ
こ
だ
け
を
間
違
え
て
引
用
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
い
か
に
も
不
自
然
な
典
故
使
用
と
認
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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例
⑬
〈
四
御
許
と
そ
の
夫
〉
　
（
鍛
冶
）

　
　
進
退
鉄
動
同
揚
州
閲
卵
．

　「　
　
錬
沸
銅
応
疑
呉
山
百
錬
／
乎
．

鉄
を
進
退
す
る
こ
と
、
や
や
も
す
れ
ば
揚
州
の
莫
耶
に
同
じ
。

銅
を
練
り
沸
か
す
こ
と
、
ま
さ
に
呉
山
の
百
錬
と
疑
う
か
。

　
こ
れ
は
四
番
目
の
娘
の
夫
で
あ
る
鍛
冶
屋
を
批
評
す
る
句
で
あ
る
。
ま
ず
、
四
角
と
網
掛
で
示
し
た
「
莫
耶
」
「
百
錬
」
と
い
う
語
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
「
莫
耶
」
は
『
呉
越
春
秋
』
〈
閨
闇
内
伝
〉
に
、
「
請
干
将
鋳
作
名
剣
二
枚
。
干
将
者
呉
人
也
。
莫
耶
、
干
将
之
妻
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
元
々

は
刀
鍛
冶
・
干
将
の
妻
の
名
前
で
あ
る
。
時
代
が
下
っ
て
「
干
将
莫
耶
」
で
刀
鍛
冶
・
干
将
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
の
ち
「
干
将
」
「
莫
耶
」
そ
れ
ぞ
れ
が
共
に
刀
鍛
冶
の
総
称
と
な
る
。
）
。
こ
こ
で
の
「
莫
耶
」
は
、
刀
鍛
冶
・
干
将
を
意
味
す
る
も
の
だ
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

方
の
「
百
錬
」
に
つ
い
て
も
、
白
居
易
「
百
錬
鏡
」
に
「
百
錬
鏡
鋳
範
非
常
軌
…
（
中
略
）
乃
知
天
子
別
有
鏡
、
不
是
揚
州
百
錬
銅
。
」
と
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
百
錬
鏡
の
作
り
手
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
と
な
る
の
は
、
原
典
に
み
え
る
地
名
と
の
結
び
つ
き
で
あ
る
。
原
典
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
干
将
者
呉
人
也
。
莫
耶
、
干
将
之
妻
也
。
」
、

「
不
是
揚
州
百
錬
銅
。
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
新
猿
楽
記
』
で
は
「
揚
州
莫
耶
」
、
「
呉
山
百
錬
」
と
な
っ
て
い
る
。
干
将
は
呉
人
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

る
文
献
と
楚
人
と
す
る
書
物
が
あ
り
、
「
揚
州
」
の
地
名
は
広
く
呉
の
地
方
も
含
む
た
め
一
概
に
間
違
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
百

錬
」
に
つ
い
て
は
、
「
呉
山
」
自
体
が
未
詳
で
あ
り
、
広
く
呉
地
方
の
山
と
さ
れ
る
だ
け
で
百
錬
鏡
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。

　
地
名
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
な
ら
「
揚
州
莫
耶
」
よ
り
「
呉
山
莫
耶
」
、
そ
し
て
「
呉
山
百
錬
」
よ
り
も
「
揚
州
百
錬
」
が
適
切
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

実
際
に
平
安
漢
文
に
お
け
る
「
揚
州
（
楊
州
）
」
「
呉
山
」
の
用
例
を
検
索
し
て
み
る
と
以
下
の
結
果
と
な
っ
た
。
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・
「
揚
州
（
楊
州
）
」
の
用
例
は
全
四
例
。
内
三
例
が
「
百
錬
（
鏡
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

の
語
と
併
せ
て
用
い
ら
れ
る
。



・
「
呉
山
」
の
用
例
は
全
三
例
。
「
莫
耶
」
「
剣
」
の
語
と
併
せ
て
の
使
用
例
は
な
し
。
「
鏡
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
）

に
関
連
す
る
用
例
が
一
例
。

　
こ
の
結
果
か
ら
「
呉
山
」
と
「
莫
耶
」
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
「
揚
州
」
と
「
百
錬
鏡
（
鏡
）
」
は
結
び
つ
き
の
強
い
語
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
「
呉
山
百
錬
」
よ
り
も
「
揚
州
百
錬
」
の
ほ
う
が
表
現
と
し
て
適
切
と
い
え
よ
う
。
『
新
猿
楽
記
』
で
は
、

「
百
錬
」
と
「
揚
州
」
と
い
う
密
接
な
繋
が
り
を
持
つ
語
を
間
近
に
、
隣
接
し
て
配
置
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
結
び
付
け
る
こ
と
な
く
使
用
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
不
自
然
な
原
典
引
用
で
あ
る
と
認
定
し
て
よ
い
。

　
純
漢
文
で
あ
る
耕
儂
文
を
志
向
し
て
い
な
が
ら
、
初
歩
的
な
文
法
ミ
ス
を
犯
し
、
ま
た
、
一
方
で
「
原
典
の
変
容
」
と
い
う
高
度
な
文
章
表

現
上
の
技
法
を
駆
使
し
て
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
「
引
用
の
誤
謬
」
す
ら
犯
し
て
し
ま
う
。
『
新
猿
楽
記
』
の
表
現
技
法
は
こ
の
よ
う
な
不
均

一
性
を
露
呈
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
〈
表
現
（
形
式
）
〉
と
〈
表
現
（
技
法
）
〉
の
間
の
落
差
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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（
3
）
不
調
和
の
文
体
・
ま
と
め

　
ま
ず
、
文
体
分
析
に
よ
っ
て
『
新
猿
楽
記
』
が
最
も
〈
雅
〉
な
形
式
で
、
最
も
〈
俗
〉
な
内
容
を
描
く
と
い
う
逆
説
を
実
践
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
『
新
猿
楽
記
』
は
く
文
体
V
と
〈
内
容
〉
の
間
に
大
き
な
落
差
を
抱
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
表
現
分
析
に
よ
っ
て
「
文
法
」
「
典
故
」
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
確
認
し
た
（
さ
ら
に
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
『
新
猿

楽
記
』
は
他
に
も
「
漢
語
の
和
語
的
運
用
」
「
唐
詩
口
語
の
使
用
」
と
い
う
問
題
も
抱
え
て
い
る
）
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
騎
傭
文
と
い
う
文

体
ゆ
え
に
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
高
度
な
作
文
技
術
、
漢
文
知
識
を
披
露
す
る
か
と
お
も
え
ば
他
方
で
初
歩
的
な
誤
り
を
犯

し
、
文
語
で
記
さ
れ
る
べ
き
餅
儂
文
に
口
語
（
俗
語
）
を
織
り
交
ぜ
る
。
『
新
猿
楽
記
』
は
耕
偲
文
の
形
式
を
有
し
な
が
ら
、
耕
傭
文
に
は
相



応
し
く
な
い
表
現
を
横
行
さ
せ
て
い
る
。

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

つ
ま
り
『
新
猿
楽
記
』
は
、
〈
表
現
（
形
式
）
〉
と
〈
表
現
（
技
法
）
〉
の
間
に
も
落
差
を
生
じ
さ
せ

　
『
新
猿
楽
記
』
の
文
章
は
、
〈
文
体
〉
と
〈
内
容
〉
、
文
体
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
の
〈
表
現
（
形
式
）
〉
と
〈
表
現
（
技
法
）
〉
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
に
位
相
の
異
な
る
落
差
を
抱
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
落
差
は
、
互
い
を
引
き
立
て
る
よ
う
に
映
発
し
合
い
、
統
一
性
を

も
た
な
い
文
体
の
奇
妙
な
フ
ォ
ル
ム
を
鮮
明
に
彩
る
。
そ
し
て
、
作
品
の
有
す
る
落
差
の
、
そ
の
大
な
る
こ
と
を
、
ひ
そ
や
か
に
、
だ
が
力
強

く
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
不
協
和
音
と
も
い
う
べ
き
、
表
現
の
不
調
和
　
　
　
。

　
『
新
猿
楽
記
』
は
不
調
和
の
文
体
を
有
す
る
作
品
で
あ
る
。
不
調
和
こ
そ
が
、
こ
の
作
品
の
文
章
表
現
の
特
質
な
の
で
あ
っ
た
。

四

『
新
猿
楽
記
』
の
仕
掛
け
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（
1
）
不
調
和
の
文
体
が
も
た
ら
す
効
果

　
そ
れ
で
は
、
不
調
和
の
文
体
は
、
本
作
品
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
新
猿
楽
記
』
の
文
体
を
既
存
の
枠
組
の
中
に
組
込
む
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
『
新
猿
楽
記
』
に

は
耕
傭
文
と
し
て
の
要
素
と
、
耕
儂
文
と
は
全
く
ち
が
っ
た
（
内
容
の
卑
俗
さ
に
代
表
さ
れ
る
）
要
素
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
そ
れ
は
耕
傭
文
と
し
て
本
来
有
る
べ
き
姿
（
有
る
べ
き
と
予
想
さ
れ
る
姿
）
と
は
〈
ち
が
っ
て
い
る
〉
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
耕

傭
文
と
い
う
文
体
が
詔
勅
や
表
・
奏
状
（
申
文
）
な
ど
、
公
的
な
文
書
に
使
用
さ
れ
る
文
体
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の

内
容
や
使
用
さ
れ
る
用
語
は
自
ら
、
規
定
・
制
約
さ
れ
る
。
騨
傭
文
に
対
す
る
概
念
は
、
読
み
手
に
も
書
き
手
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。



し
た
が
っ
て
、
文
章
に
駐
儂
文
の
形
式
を
認
め
れ
ば
、
読
み
手
は
自
動
的
に
そ
れ
を
〈
耕
傭
文
〉
と
し
て
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
新
猿
楽
記
』
に
つ
い
て
も
、
読
み
手
は
こ
れ
を
〈
耕
儂
文
〉
と
し
て
読
ん
だ
（
読
も
う
と
し
た
）
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品

は
読
み
手
の
予
想
す
る
〈
耕
傭
文
〉
と
は
〈
ち
が
っ
て
い
る
〉
の
で
あ
る
。
不
調
和
の
文
体
は
、
読
み
手
の
概
念
と
実
在
す
る
文
章
（
『
新
猿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

楽
記
』
）
の
間
に
ズ
レ
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
概
念
と
実
在
の
ズ
レ
の
知
覚
は
笑
い
を
生
み
だ
す
原
因
と
な
る
も
の
だ
。
「
あ
る
べ

き
は
ず
の
も
の
が
そ
の
よ
う
に
な
い
」
と
い
う
ズ
レ
…
本
来
あ
る
べ
き
腓
儂
文
と
の
く
ち
が
い
V
は
、
読
み
手
の
笑
い
を
誘
引
す
る
力
と
な
る
。

　
最
も
〈
雅
〉
な
形
式
と
、
最
も
〈
俗
〉
な
内
容
…
〈
文
体
〉
と
〈
内
容
〉
の
間
に
横
た
わ
る
落
差
は
、
す
な
わ
ち
ズ
レ
と
言
換
え
ら
れ
る
。

高
度
な
作
文
技
術
と
初
歩
的
な
誤
り
、
騎
傭
文
に
織
り
交
ぜ
ら
れ
る
俗
語
と
い
っ
た
、
〈
表
現
（
形
式
）
〉
と
〈
表
現
（
技
法
）
〉
の
落
差
も
同

じ
く
ズ
レ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
新
猿
楽
記
』
の
有
す
る
ズ
レ
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
ズ
レ
は
「
読
み
手
の
笑
い
」
へ
と
有
機
的
に

結
び
つ
き
、
そ
の
大
き
さ
は
滑
稽
感
を
倍
増
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
と
言
え
る
。

　
旦
ハ
体
例
を
挙
げ
て
紹
介
し
た
「
文
法
」
「
典
故
」
の
問
題
も
、
読
み
手
の
笑
い
を
喚
起
さ
せ
る
べ
く
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
理
解
で
き
る
。
笑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

い
の
原
因
に
は
、
《
ズ
レ
の
（
知
覚
に
よ
る
）
笑
い
》
の
他
に
、
《
対
象
の
価
値
低
下
と
相
関
し
て
自
己
に
生
じ
る
突
然
の
優
越
感
に
よ
る
笑
い
》

も
挙
げ
ら
れ
る
。
『
新
猿
楽
記
』
は
作
品
内
で
行
な
わ
れ
て
い
る
典
故
の
原
典
を
、
想
起
し
得
る
相
手
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本

書
が
想
定
す
る
読
み
手
は
漢
籍
に
親
し
み
、
餅
儂
文
で
作
文
す
る
知
識
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
知
識
人
（
読
み
手
）
が
、
本
作
品
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
初
歩
的
な
「
文
法
」
の
誤
り
に
気
付
か
な
い
は
ず
は
な
い
。
「
典
故
」
に
つ
い
て
も
ま
た
然
り
で
あ
ろ
う
。
読
み
手
は
、
『
新
猿
楽

記
』
の
記
述
に
誤
り
を
発
見
し
（
対
象
の
価
値
低
下
）
、
自
分
の
知
識
が
『
新
猿
楽
記
』
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
（
優
越
感
）
す
る
。

そ
こ
に
《
笑
い
》
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
本
作
品
の
特
質
で
あ
る
文
体
の
不
調
和
は
、
作
品
の
滑
稽
感
を
増
幅
さ
せ
る
機
能
を
有
し
、
読
み
手
の
笑
い
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
『
新
猿
楽
記
』
が
抱
え
る
〈
仕
掛
け
〉
の
ひ
と
つ
と
考
え
た
い
。

　
従
来
『
新
猿
楽
記
』
は
滑
稽
諸
誰
の
書
と
評
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
、
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記
述
内
容
に
つ
い
て
の
滑
稽
さ
を
論
じ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
川
口
久
雄
氏
は
「
全
部
二
十
八
条
。
な
か
で
も
老
女
・
愛
酒
・
醜
女
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
V

不
調
白
者
の
記
事
に
は
滑
稽
諮
諺
の
色
彩
が
最
も
濃
い
。
」
と
し
て
、
具
体
的
な
記
事
（
内
容
）
の
滑
稽
さ
を
指
摘
さ
れ
た
。
本
稿
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

文
体
分
析
の
契
機
と
な
っ
た
西
郷
信
綱
氏
の
指
摘
以
外
で
は
、
僅
か
に
深
沢
徹
氏
が
十
六
の
娘
（
遊
女
）
の
記
述
を
取
り
上
げ
て
、
「
場
違
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
9
）

な
言
語
使
用
」
を
滑
稽
と
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　
本
作
品
は
、
叙
述
す
る
文
体
そ
の
も
の
も
ま
た
、
十
分
に
滑
稽
な
の
で
あ
っ
た
。

（
2
）
「
予
」
と
い
う
存
在

こ
こ
で
、
作
品
の
構
成
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

《
冒
頭
》
　
「
予
二
十
余
年
以
還
歴
観
東
西
二
京
今
夜
之
見
物
計
事
者
於
古
今
未
有
．
」

①
猿
楽
芸
の
列
挙
（
「
呪
師
儒
條
舞
田
楽
塊
偏
子
～
」
）

②
猿
楽
芸
能
者
へ
の
批
評
（
「
上
下
不
同
論
以
可
弁
　
．
」
～
「
近
代
驚
耳
目
者
纏
四
五
人
而
已
．
」
）

③
熱
狂
す
る
見
物
人
（
「
以
弦
或
道
俗
男
女
或
貴
賎
上
下
被
物
禄
物
如
雨
如
雲
．
」
）

④
見
物
人
・
右
衛
門
尉
一
家
。
二
西
京
有
右
衛
門
尉
者
．
一
家
相
挙
来
集
所
謂
妻
三
人
娘
十
六
人
男
八
九
人
云
々
．
」
）

⑤
家
族
一
人
一
人
へ
の
批
評
（
「
各
々
善
悪
相
頒
一
々
所
能
不
同
也
．
」
～
「
見
物
上
下
難
有
其
数
右
衛
門
尉
一
家
今
夜
為
棟
梁
．
」
）

《
結
》
「
伍
記
之
．
」
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右
の
よ
う
に
、
『
新
猿
楽
記
』
は
「
予
二
十
余
年
以
還
～
」
《
冒
頭
》
と
書
き
出
さ
れ
、
「
伍
記
之
．
」
《
結
》
と
締
め
く
く
ら
れ
て
終
る
。
『
新



猿
楽
記
』
と
は
、
〔
「
予
」
が
目
撃
し
た
「
於
古
今
未
有
」
と
い
う
猿
楽
と
、
「
予
」
が
目
撃
し
た
見
物
人
の
「
今
夜
為
棟
梁
」
右
衛
門
尉
一
家

を
、
「
予
」
が
記
し
た
も
の
〕
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
こ
こ
で
、
本
作
品
を
著
し
た
の
が
、
「
予
」
な
る
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
『
新
猿
楽
記
』
研
究

の
中
で
は
、
こ
の
「
予
」
と
い
う
存
在
が
特
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
吉
原
浩
人
氏
に
「
作

　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

者
と
お
ぼ
し
き
「
予
」
」
と
指
摘
が
あ
る
ほ
か
に
は
、
「
予
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
三
隅
氏
が
「
予
」
と
「
明
衡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

（
作
者
）
」
を
置
換
え
て
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
察
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
「
予
」
は
作
者
（
明
衡
）
と
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
予
」
を
現
実
の
作
者
と
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
『
新
猿
楽
記
』
一
巻
が
そ
も
そ
も
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

ク
シ
ョ
ン
構
成
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
猿
楽
者
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
、
「
百
太
」
ら
に
つ
い
て
、
そ
の
実
在
が
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
與
）

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
猿
楽
尽
く
し
は
記
録
で
、
右
衛
門
尉
一
家
の
記
述
の
み
が
虚
構
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
が
、
小
論
で
は
一
個
の
作
品

と
し
て
全
編
が
虚
構
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
右
衛
門
尉
一
家
に
つ
い
て
は
、
家
族
ひ
と
り
ひ
と
り
の
名
称
か
ら
も
架
空
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
猿
楽
尽
く
し
に
お
い
て
も
、
そ
の
演
目
や
演
技
者
に
つ
い
て
、
た
と
え
そ
れ
が
事
実
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
「
今
夜

之
見
物
計
事
者
古
今
未
有
」
と
い
う
架
空
に
設
定
さ
れ
た
場
で
行
わ
れ
た
見
物
（
猿
楽
）
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
つ
ま
り
、
「
於
古
今
未

有
」
と
い
う
猿
楽
も
、
見
物
人
の
「
今
夜
為
棟
梁
」
右
衛
門
尉
一
家
も
、
す
べ
て
は
虚
構
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
ん
な
虚
構
を
目
撃
し
、
そ

れ
を
書
き
綴
っ
た
と
い
う
「
予
」
も
同
様
に
虚
構
の
存
在
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
新
猿
楽
記
』
は
「
予
」
と
い
う
架
空
の
人
物
に
仮
託
し
て
書
か
れ
も
の
で
あ
り
、
作
者
は
「
予
」
を
装
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
な
ら
ば

作
者
H
「
予
」
と
い
う
図
式
は
成
立
し
え
な
い
。
「
予
」
は
『
新
猿
楽
記
』
の
作
中
作
者
（
も
し
く
は
語
り
手
）
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。　

こ
こ
で
、
『
新
猿
楽
記
』
が
「
予
」
を
設
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
お
き
た
い
。
文
体
の
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
作
者
像
は
、
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漢
学
の
専
門
家
…
つ
ま
り
、
極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
の
知
識
人
と
な
ろ
う
。
通
説
で
は
『
新
猿
楽
記
』
の
作
者
は
文
章
博
士
藤
原
明
衡
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
博
士
に
準
じ
る
よ
う
な
知
識
人
が
作
者
像
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
知

識
人
た
ち
に
と
っ
て
、
作
品
（
詩
文
の
述
作
）
は
自
分
の
才
を
世
に
喧
伝
す
る
た
め
の
、
も
し
く
は
官
位
を
得
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
ゆ

え
に
、
不
調
和
の
文
体
で
も
っ
て
…
自
分
を
既
め
る
よ
う
な
笑
い
を
含
む
『
新
猿
楽
記
』
を
著
す
こ
と
は
、
逆
に
己
が
権
威
を
失
墜
さ
せ
る
危

険
性
を
孕
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
猿
楽
の
演
目
と
文
章
の
卑
俗
さ
を
根
拠
に
明
衡
作
者
説
を
否
定
す
る
、
近
江
昌
司
氏
に
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　
そ
う
し
た
（
大
江
匡
房
の
「
洛
陽
田
楽
記
」
、
大
江
朝
綱
の
「
男
女
婚
姻
賦
」
な
ど
の
）
文
学
傾
向
か
ら
み
れ
ば
、
明
衡
が
『
新
猿
楽
記
』

　
　
の
よ
う
な
雑
著
を
あ
ら
わ
し
て
も
こ
と
さ
ら
異
と
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
然
し
匡
房
や
、
朝
綱
の
雑
著
の

　
　
類
は
極
め
て
端
正
な
、
格
調
の
正
し
い
文
章
で
あ
っ
て
明
衡
の
詩
文
と
『
新
猿
楽
記
』
の
比
較
ほ
ど
甚
だ
し
い
文
章
の
隔
絶
は
み
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
（
蘭
）

　
　
い
の
で
あ
る
。
（
括
弧
内
の
注
は
伊
澤
。
）

　
こ
れ
は
『
新
猿
楽
記
』
の
文
章
が
他
作
品
（
及
び
、
明
衡
の
詩
文
）
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
の
指
摘
で
あ
り
、
本
作
品
が
当
時
の
知
識
人
た

ち
の
手
に
よ
る
戯
作
の
域
を
逸
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
政
治
的
に
は
明
ら
か
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
き
、
自
身
が
既
め

ら
れ
る
（
嘲
笑
さ
れ
る
）
事
態
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
孕
む
。
し
た
が
っ
て
、
『
新
猿
楽
記
』
の
作
者
は
、
そ
の
名
を
秘
匿
す
る
必
要
が
あ
っ

た
と
考
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
『
本
朝
文
粋
』
の
「
鉄
槌
伝
」
が
羅
泰
の
偽
名
で
伝
え
ら
れ
、
作
者
不
明
の
作
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
。

　
「
予
」
は
、
作
者
に
向
け
ら
れ
る
、
読
み
手
の
「
笑
い
」
を
一
身
に
引
き
受
け
る
役
目
を
担
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、
「
予
」
（
作
中
作
者
）
が
設

定
さ
れ
た
理
由
で
は
な
い
か
。
「
予
」
は
滑
稽
な
内
容
の
作
品
を
、
不
調
和
甚
だ
し
い
滑
稽
な
文
体
で
記
し
、
読
み
手
か
ら
笑
わ
れ
る
こ
と
を

受
け
入
れ
る
。
『
新
猿
楽
記
』
に
笑
い
を
仕
掛
け
た
張
本
人
で
あ
る
作
者
は
、
「
予
」
を
隠
れ
蓑
に
し
て
身
を
守
っ
て
い
る
。
「
予
」
の
存
在
に

よ
っ
て
、
『
新
猿
楽
記
』
は
〈
知
識
人
の
手
に
よ
る
戯
作
〉
と
い
う
粋
を
逸
脱
す
る
力
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
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（
3
）
『
新
猿
楽
記
』
の
構
造

　
『
新
猿
楽
記
」
に
は
「
見
る
」

の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

「
見
ら
れ
る
」
、
「
笑
う
」
「
笑
わ
れ
る
」
の
相
関
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
深
沢
徹
氏
は
、
次

「
見
る
」
者
が
「
見
ら
れ
る
」
者
で
あ
り
、
「
見
ら
れ
る
」
も
の
が
同
時
に
「
見
る
」
者
で
も
あ
る
と
い
う
、
こ
の
奇
怪
な
視
線
の
互
換

関
係
が
成
立
し
た
時
、
都
市
住
民
の
総
体
を
、
「
右
衛
門
尉
」
を
家
長
と
す
る
擬
制
的
な
家
族
共
同
体
の
内
側
へ
絡
め
取
り
、
掌
握
し
よ

う
と
試
み
る
『
新
猿
楽
記
』
の
特
異
な
「
ま
な
ざ
し
」
は
、
そ
の
円
環
の
和
を
見
事
に
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
。
（
中
略
）
新
た
に
、
「
笑
う
」

　
　
者
が
同
時
に
「
笑
わ
れ
る
」
者
で
も
あ
る
と
い
っ
た
、
互
換
関
係
が
成
立
し
て
く
る
時
、
世
界
は
途
端
に
ざ
わ
つ
き
始
め
る
。
も
ち
ろ
ん

　
　
「
右
衛
門
尉
」
一
家
も
ま
た
、
こ
の
「
笑
い
」
「
笑
わ
れ
る
」
の
関
係
に
容
赦
な
く
叩
き
込
ま
れ
ず
に
は
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
円
環
の

　
　
輪
は
、
先
に
見
た
「
見
る
」
「
見
ら
れ
る
」
の
関
係
の
よ
う
に
は
、
決
し
て
閉
じ
る
こ
と
が
な
い
。
「
笑
い
」
の
運
動
に
促
さ
れ
て
、
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

　
　
ん
状
に
と
め
ど
な
く
ズ
レ
込
ん
で
行
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
傍
線
を
施
し
た
”
「
見
る
」
者
が
「
見
ら
れ
る
」
者
”
で
あ
り
、
”
「
笑
う
」
者
が
同
時
に
「
笑
わ
れ
る
」
者
で
も
あ
る
と
い
っ
た
、
互
換
関

係
が
成
立
”
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
作
品
の
〈
序
〉
（
猿
楽
尽
し
）
と
く
本
文
V
（
見
物
人
・
右
衛
門
尉
一
家
）
の
構
成
か
ら
も
、
明
ら
か
と
い

　
（
6
7
）

え
る
。
「
見
ら
れ
る
」
「
笑
わ
れ
る
」
者
で
あ
る
〈
演
技
者
〉
と
、
「
見
る
」
「
笑
う
」
者
で
あ
る
〈
見
物
人
〉
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
く
見
物

人
V
と
〈
演
技
者
〉
を
明
確
に
隔
て
る
境
界
は
な
い
の
で
あ
る
。
〈
演
技
者
〉
を
見
て
笑
っ
て
い
た
は
ず
の
〈
見
物
人
〉
が
、
次
の
瞬
間
に
は

見
ら
れ
て
笑
わ
れ
る
〈
演
技
者
〉
へ
と
変
貌
す
る
。
『
新
猿
楽
記
』
の
描
く
＜
演
技
者
〉
と
〈
見
物
人
〉
の
相
関
関
係
は
、
波
紋
の
よ
う
に
外

側
へ
「
と
め
ど
な
く
ズ
レ
込
ん
で
」
、
広
が
り
ゆ
く
も
の
だ
。

　
た
だ
し
、
こ
の
「
広
が
り
」
は
〈
作
品
世
界
の
内
側
〉
に
限
定
・
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
〈
作
品
世
界
の
外
側
〉
に
も
、
〈
演
技
者
〉
と
〈
見

物
人
〉
の
相
関
関
係
を
波
及
さ
せ
る
た
め
に
、
『
新
猿
楽
記
』
は
「
予
」
を
必
要
と
し
、
設
定
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
見
事
に
成
功
し
て
い
る
。
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界文

乍品世界

読
み
手

　
「
予
」

い
の
だ
。
作
品
の
〈
見
物
人
〉
で
あ
る
読
み
手
は
、
本
作
品
の
有
す
る
仕
掛
け
に
よ
っ
て
、

〈
見
物
人
〉
で
あ
っ
た
〈
読
み
手
〉
は
、
〈
演
技
者
〉
と
し
て
の
く
読
み
手
V
に
変
貌
す
る
こ
と
に
な
る
。

を
作
者
は
見
つ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
新
猿
楽
記
』
は
作
品
内
で
示
し
た
、
〈
演
技
者
〉
と
〈
見
物
人
〉
の
関
係
そ
の
も
の
を
、
作
品
の
外
側
に
も
用
意
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
〈
『
新
猿
楽
記
』
を
読
む
V
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
「
見
る
」
「
見
ら
れ
る
」
、
「
笑
う
」
「
笑
わ
れ
る
」
の
関
係
に
組

込
ま
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
『
新
猿
楽
記
』
の
構
造
を
図
で
示
す
と
、
上
段
の
図
の
よ
う
な
、
入
れ
子
型

構
造
に
な
る
。

　
中
心
の
網
掛
を
ほ
ど
こ
し
た
円
が
、
二
十
八
種
の
猿
楽
と
猿
楽
芸
能
者
で
あ

る
。
そ
の
外
側
に
位
置
し
、
中
心
の
〈
猿
楽
〉
を
笑
っ
て
い
る
の
が
、
見
物
人

の
棟
梁
で
あ
る
右
衛
門
尉
一
家
二
十
八
人
。
そ
の
外
側
に
作
中
作
者
（
語
り
手
）

の
「
予
」
が
い
る
。
「
予
」
は
〈
猿
楽
〉
と
〈
右
衛
門
尉
一
家
〉
を
見
物
し
、

笑
い
な
が
ら
、
『
新
猿
楽
記
』
を
書
い
た
。
こ
こ
ま
で
が
作
品
の
内
側
の
世
界

で
あ
る
。
な
お
、
作
品
の
内
側
と
外
側
を
示
す
た
め
に
、
図
に
は
、
太
線
で
境

界
線
と
し
て
お
い
た
。

　
境
界
線
の
外
側
に
位
置
す
る
の
が
読
み
手
で
あ
る
。
読
み
手
は
『
新
猿
楽
記
』

を
読
み
、
笑
う
。
そ
れ
は
「
予
」
を
も
含
め
た
、
境
界
線
の
内
側
の
世
界
を
笑

う
と
い
う
構
図
に
な
る
。
し
か
し
、
〈
演
技
者
〉
と
〈
見
物
人
〉
の
相
関
関
係

は
読
み
手
で
は
終
ら
な
い
。
読
み
手
も
こ
の
連
鎖
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笑
う
。
も
し
く
は
、
笑
わ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
瞬
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
想
定
さ
れ
る
新
た
な
〈
演
技
者
〉
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『
新
猿
楽
記
』
に
み
ら
れ
る
、
〈
読
み
手
を
笑
わ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
〉
は
同
時
に
、
〈
読
み
手
を
笑
う
た
め
の
仕
掛
け
〉
で
も
あ
る
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
仕
掛
け
に
読
み
手
が
気
付
い
た
時
、
そ
こ
で
も
ま
た
笑
い
（
失
笑
も
し
く
は
、
苦
笑
）
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
も
、
確
か
に
『
新
猿
楽
記
』
は
滑
稽
譜
諜
の
書
な
の
で
あ
る
。

　
『
新
猿
楽
記
』
は
、
〈
笑
う
者
〉
と
〈
笑
わ
れ
る
者
〉
の
関
係
性
を
と
ら
え
、
両
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
〈
笑
い
の
現
場
〉
を
再
現
し
て

い
る
。
作
品
内
世
界
・
作
品
外
世
界
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
営
為
全
体
を
、
こ
こ
で
文
学
世
界
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
『
新
猿
楽
記
』
は
芸
能
書
・
往
来
物
と
分
類
さ
れ
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
資
料
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
は
文
学
作
品
と
し
て
の
検
討
が
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2（
3
）

7654
　
注

康
永
三
年
本
奥
書
「
或
本
云
、
式
部
少
輔
文
章
博
士
兼
春
宮
学
士
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
明
衡
作
云
々
」

明
衡
作
者
説
を
否
定
す
る
も
の
に
屋
代
弘
賢
『
古
今
要
覧
稿
』
・
近
江
昌
司
「
『
新
猿
楽
記
』
小
考
」
（
『
日
本
史
蹟
論
集
　
上
』
吉
川
弘
文
館

一
九
六
九
年
）
が
あ
る
。

成
立
年
代
に
つ
い
て
は
明
衡
作
者
説
の
立
場
で
も
、
万
寿
・
長
元
年
間
・
西
暦
一
〇
二
四
～
三
五
年
説
（
井
浦
芳
信
「
新
猿
楽
記
考
」
『
国
語
と

国
文
学
』
一
九
ー
一
二
　
一
九
五
八
年
）
、
天
喜
・
康
平
年
間
・
西
暦
一
〇
五
三
～
六
四
年
説
（
山
岸
徳
平
「
新
猿
楽
記
」
『
群
書
解
題
』
巻
五

文
筆
一
　
一
九
六
五
年
）
に
分
か
れ
る
。

川
口
久
雄
「
新
猿
楽
記
伝
本
考
ー
国
宝
前
田
侯
爵
家
所
蔵
古
紗
本
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
国
語
国
文
』
一
二
ー
一
　
一
九
四
二
年
∀

川
口
久
雄
校
注
『
新
猿
楽
記
』
（
東
洋
文
庫
　
平
凡
社
　
一
九
八
三
年
）

川
口
久
雄
「
『
新
猿
楽
記
』
の
世
界
」
（
前
掲
　
東
洋
文
庫
『
新
猿
楽
記
』
）

三
保
忠
夫
「
新
猿
楽
記
」
（
「
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
　
明
治
書
院
　
一
九
九
八
年
）
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98（
1
0
）

（
H
）

18　17　16　15　14　13　122019（
2
1
）

大
曽
根
章
介
「
新
猿
楽
記
」
（
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
第
十
一
巻
『
漢
詩
・
漢
文
・
評
論
』
　
明
治
書
院
　
一
九
八
四
年
）

三
隅
治
雄
「
新
猿
楽
記
－
平
安
の
く
る
い
人
藤
原
明
衡
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
文
学
と
仏
教
』
5
　
岩
波
書
店
　
一
九
九
五
年
）

西
郷
信
綱
「
附
『
新
猿
楽
記
』
の
こ
と
」
（
『
源
氏
物
語
を
読
む
た
め
に
』
平
凡
社
　
一
九
八
三
年
）

森
光
真
幸
「
新
猿
楽
記
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
（
『
古
典
遺
産
』
7
　
一
九
六
〇
年
）

む
し
ゃ
こ
う
じ
み
の
る
「
新
猿
楽
記
の
ふ
く
む
も
の
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
四
一
ー
四
　
一
九
六
四
年
）

川
口
久
雄
「
新
猿
楽
記
の
世
界
」
（
『
日
本
文
学
の
歴
史
』
4
　
角
川
書
店
　
一
九
六
七
年
）

前
掲
　
川
口
久
雄
「
『
新
猿
楽
記
』
の
世
界
」
（
東
洋
文
庫
『
新
猿
楽
記
』
　
平
凡
社
）

酒
井
憲
二
「
新
猿
楽
記
の
語
彙
」
（
『
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
8
　
一
九
七
四
年
）

川
口
久
雄
「
北
宗
の
演
劇
尽
し
と
新
猿
楽
記
」
（
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
下
　
明
治
書
院
　
一
九
六
一
年
）

前
掲
　
西
郷
信
綱
「
附
『
新
猿
楽
記
』
の
こ
と
」

福
井
佳
夫
『
六
朝
美
文
学
序
説
』
（
汲
古
書
院
　
一
九
九
八
年
）

『
文
心
雛
龍
』
原
道
第
一
　
冒
頭
「
文
之
為
徳
也
大
　
。
…
」
（
新
釈
漢
文
大
系
6
4
『
文
心
離
龍
』
上
　
明
治
書
院
　
一
九
七
四
年
）

「
四
六
」
の
基
本
は
四
字
・
六
字
だ
が
、
そ
れ
以
外
で
も
文
字
数
を
揃
え
句
形
を
整
え
て
い
る
場
合
は
「
四
六
」
の
修
辞
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

『
文
鏡
秘
府
論
』
北
巻
　
冒
頭
「
凡
為
文
章
皆
須
対
蜀
。
…
」
（
『
文
鏡
秘
府
論
校
注
』
王
利
器
校
注
　
中
国
社
会
科
学
出
版
社
　
一
九
入
三
年
）

大
曽
根
章
介
「
平
安
時
代
に
お
け
る
四
六
耕
儂
文
」
（
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
7
1
　
一
九
七
四
年
）

峰
岸
明
（
国
語
学
叢
書
H
『
変
体
漢
文
』
　
東
京
堂
出
版
　
一
九
八
五
年
）
　
＊
峰
岸
氏
は
、
日
本
漢
文
を
「
漢
文
の
作
成
を
志
向
す
る
も
の
」

（
純
漢
文
、
和
臭
・
変
体
漢
文
）
と
「
国
語
文
の
作
成
を
志
向
す
る
も
の
」
（
記
録
体
、
真
名
本
）
に
分
類
し
、
漢
文
作
成
能
力
の
未
熟
、
作
成

時
の
不
用
意
な
ど
で
純
漢
文
に
は
見
出
し
え
な
い
借
字
の
み
ら
れ
る
事
例
は
「
和
習
（
和
臭
）
」
と
し
て
変
体
漢
文
に
含
め
る
が
、
「
漢
文
の
作

成
を
志
向
す
る
も
の
」
と
し
て
記
録
体
と
は
区
別
し
て
い
る
。

な
お
、
本
文
中
に
み
え
る
〔
〕
は
こ
れ
を
外
し
、
本
文
中
に
組
み
込
み
、
旧
漢
字
は
一
部
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

対
偶
表
現
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
、
二
字
句
対
×
3
、
三
字
句
対
×
9
、
四
字
句
対
×
3
1
、
五
字
句
対
×
2
2
、
六
字
句
対
×
4
6
、
七
字

句
対
×
2
7
、
八
字
句
対
×
2
1
、
九
字
句
対
×
1
5
、
十
字
句
対
×
1
0
、
十
一
字
句
対
×
6
、
十
二
字
句
対
×
4
、
十
三
字
句
対
×
4
、

十
四
字
句
対
×
3
、
十
六
字
句
対
×
3
、
十
七
字
句
対
×
1
、
十
八
字
句
対
×
2
、
十
九
字
句
対
×
1
、
隔
句
対
×
3
（
十
五
字
句
対
×
1
・

1
7
字
句
対
×
1
・
二
十
一
字
句
対
×
1
）

前
掲
　
近
江
昌
司
「
『
新
猿
楽
記
』
小
考
」
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（
2
2
）

（
2
3
）

29282726243332313038　37　36　35

大
曽
根
章
介
校
注
「
新
猿
楽
記
」
（
日
本
思
想
大
系
8
『
古
代
政
治
社
会
思
想
一
　
岩
波
書
店
　
一
九
七
九
年
）
・
前
掲
　
川
口
久
雄
校
注
『
新

猿
楽
記
一

な
お
、
〈
真
名
序
〉
の
本
文
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1
1
『
古
今
和
歌
集
』
（
小
学
館
　
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
。

具
体
的
に
原
典
と
照
合
す
る
。
第
一
の
猿
楽
者
、
百
太
評
の
「
高
振
神
妙
之
思
独
歩
古
今
之
間
」
は
、
柿
本
人
麿
評
「
高
振
神
妙
之
思
。
独
歩

古
今
之
間
。
」
と
同
一
句
で
あ
る
。
三
番
目
の
定
縁
、
四
番
目
の
形
能
の
「
鳴
呼
之
神
也
」
「
猿
楽
之
仙
也
」
と
い
う
評
は
、
「
山
部
赤
人
者
。
並

和
歌
之
仙
也
。
」
の
句
に
変
化
を
持
た
せ
た
も
の
。
（
〈
真
名
序
〉
で
は
人
麿
と
赤
人
の
二
人
を
並
び
立
つ
和
歌
の
仙
と
し
て
い
る
。
）
五
番
目
の

県
井
戸
先
生
評
に
み
え
る
「
難
得
其
体
骨
」
と
い
う
語
は
僧
正
遍
上
評
「
尤
得
寄
躰
。
然
其
詞
花
而
少
実
。
」
、
「
詞
甚
鄙
而
」
は
大
友
黒
主
評

「
頗
有
逸
興
。
而
躰
甚
鄙
。
」
に
類
似
す
る
。
六
番
目
の
世
尊
寺
堂
達
評
の
「
詞
剰
多
而
」
と
の
語
は
在
原
業
平
評
「
在
原
中
将
歌
。
其
情
有
其

詞
不
足
。
」
の
反
転
と
み
ら
れ
る
。

（
2
5
）
川
口
久
雄
「
『
新
猿
楽
記
』
の
世
界
」
（
前
掲
　
東
洋
文
庫
『
新
猿
楽
記
』
　
平
凡
社
）

川
口
久
雄
「
北
宗
の
演
劇
尽
し
と
新
猿
楽
記
」
（
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
下
　
明
治
書
院
　
一
九
六
一
年
）

『
文
選
』
巻
二
「
西
京
賦
」
抜
粋
。
本
文
・
現
代
語
訳
は
全
釈
漢
文
大
系
2
6
『
文
選
（
文
章
篇
）
』
｝
（
集
英
社
　
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
。

中
島
千
秋
「
賦
の
解
説
」
（
新
釈
漢
文
大
系
7
9
『
文
選
（
賦
篇
）
』
上
　
明
治
書
院
　
一
九
七
七
年
）

賦
は
韻
文
の
一
種
。
そ
の
源
は
詩
経
の
賦
に
出
て
い
る
。
賦
と
は
敷
（
又
は
舗
）
の
意
。
漢
賦
以
下
に
あ
っ
て
は
実
質
的
に
は
事
物
の
形
勢
を

舗
陳
す
る
も
の
を
い
う
。
（
近
藤
春
雄
『
中
国
文
芸
大
事
典
』
大
修
館
書
店
　
一
九
七
八
年
）

戸
倉
秀
美
　
平
凡
社
選
書
1
2
0
「
詩
人
た
ち
の
時
空
　
漢
賦
か
ら
唐
詩
へ
』
（
平
凡
社
　
一
九
八
八
年
）

注
（
1
3
）
に
お
な
じ
。

現
代
語
訳
は
伊
澤
。
以
下
同
。

角
川
『
新
字
源
（
改
訂
版
）
』
（
編
者
　
小
川
環
樹
・
西
川
太
一
郎
・
赤
塚
忠
　
角
川
書
店
　
一
九
九
四
年
）

「
件
例
太
以
非
常
也
、
剰
可
云
事
也
、
非
常
之
又
非
常
也
」
『
春
記
』
長
久
二
年
三
月
十
三
日
条
（
増
補
史
料
大
成
7
『
春
記
』
　
臨
川
書
店

　
一
九
六
五
年
）

『
本
朝
文
粋
』
に
は
「
不
敢
」
の
用
例
が
十
二
例
、
「
敢
不
」
の
用
例
が
一
例
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
文
脈
に
適
っ
た
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
難
」
は
、
こ
の
ほ
か
に
「
難
然
」
の
用
例
が
二
例
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
除
外
し
た
。

注
（
3
3
）
に
お
な
じ
。

写
本
に
は
古
訓
点
が
記
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
訓
読
法
と
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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（
3
9
）

（
4
0
）

4645 44434241
）　　）　　）　　）

53　52　51　50　49　48　47（
5
4
）

（
5
5
）

（
5
6
）

『
史
記
』
礼
書
第
一
「
創
子
夏
、
門
人
之
高
弟
也
、
猶
云
、
出
見
粉
華
盛
麗
而
説
、
入
聞
夫
子
之
道
而
楽
、
二
者
心
戦
、
未
能
自
決
。
」

（『

j
記
』
中
華
書
局
出
版
　
一
九
九
七
年
）

『
漢
書
』
高
祖
本
紀
第
一
下
「
高
祖
不
脩
文
学
、
而
性
明
達
、
好
謀
能
聞
、
副
監
門
戌
卒
、
見
之
如
旧
。
」
（
『
漢
書
』
中
華
書
局
出
版
　
一
九
九
七

年
）

「
自
難
」
の
語
は
韓
愈
「
順
宗
皇
帝
実
録
」
に
用
例
が
み
え
る
。

注
（
2
2
）
に
お
な
じ
。

「
売
炭
翁
」
引
用
本
文
は
中
国
詩
人
選
集
1
2
『
白
居
易
』
上
（
岩
波
書
店
　
一
九
五
八
年
）
に
よ
る
。

『
文
選
』
巻
十
九
「
登
徒
子
好
色
賦
」
抜
粋
。
本
文
は
全
釈
漢
文
大
系
2
7
『
文
選
（
文
章
篇
）
』
二
（
集
英
社
　
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
。

金
関
丈
夫
「
明
衡
と
宋
玉
」
（
『
文
芸
博
物
誌
』
　
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
七
八
年
）

注
（
2
2
）
に
お
な
じ
。
な
お
、
引
用
部
で
は
「
廻
芙
蓉
之
瞼
↓
咲
成
百
媚
」
「
開
青
黛
之
眉
半
向
集
万
愛
」
の
二
句
が
「
長
恨
歌
」
の
「
廻
眸
一

笑
百
媚
百
媚
生
」
及
び
「
芙
蓉
如
面
柳
如
眉
」
の
句
を
原
典
と
す
る
。

〈
真
名
序
〉
の
本
文
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1
1
『
古
今
和
歌
集
』
（
小
学
館
　
↓
九
九
五
年
）
に
よ
る
。

前
掲
　
川
口
久
雄
校
注
『
新
猿
楽
記
』
（
東
洋
文
庫
　
平
凡
社
）

『
呉
越
春
秋
』
巻
四
「
閨
聞
内
伝
　
第
四
」
（
『
呉
越
春
秋
輯
校
匪
考
』
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
九
七
年
）

「
百
錬
鏡
」
引
用
本
文
は
中
国
詩
人
選
集
1
2
『
白
居
易
』
上
（
岩
波
書
店
　
一
九
五
八
年
）
に
よ
る
。

『
捜
神
記
』
巻
十
一
（
『
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
捜
神
記
』
歌
紹
橿
校
注
　
中
華
書
局
出
版
　
一
九
七
九
年
）

検
索
は
「
『
平
安
朝
漢
文
学
総
合
索
引
』
（
平
安
朝
漢
文
学
研
究
会
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
七
年
）
に
よ
っ
た
。

「
揚
州
（
楊
州
）
」
…
①
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
「
懸
鴛
鏑
於
波
心
。
似
楊
州
之
鋳
出
。
」
②
『
江
吏
部
集
』
「
結
借
楊
州
百
錬
名
。
」
③
『
三
十
五

文
集
』
「
楊
州
地
遥
。
寧
傳
百
錬
圓
輝
。
」
④
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
三
「
平
湖
鏑
徹
。
分
其
流
於
巴
陵
之
境
。
白
羊
白
馬
之
美
柄
。
戴
霊
簡
而
長

傅
。
荊
州
揚
州
之
勝
形
。
」

「
呉
山
」
…
①
『
菅
家
文
草
』
「
呉
山
神
水
石
間
来
」
（
神
水
‖
鏡
磨
き
の
仙
人
が
霊
妙
な
水
を
流
し
た
と
の
伝
説
か
ら
）
②
『
和
漢
朗
詠
集
』

「
何
更
縁
更
覚
呉
山
曲
便
是
吾
君
座
下
花
」
③
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
九
「
何
菅
呉
山
乎
其
山
。
越
水
乎
其
水
而
已
哉
。
」

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
意
思
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
（
西
尾
幹
二
訳
　
中
央
公
論
社
　
一
九
七
五
年
）
・
山
口
昌
男
『
笑
い
と
逸
脱
』
（
ち
く

ま
書
房
　
一
九
八
四
年
）

ホ
ッ
ブ
ス
．
T
「
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
（
『
世
界
の
大
思
想
1
3
ー
ホ
ッ
ブ
ス
ー
』
　
水
田
洋
訳
　
河
出
書
房
　
一
九
六
六
年
）
・
木
村
洋
二
『
笑
い

一112一



　
　
　
の
社
会
学
一
（
世
界
思
想
社
　
一
九
八
三
年
）

（
5
7
）
注
（
6
）
に
お
な
じ
。

（
5
8
）
注
（
1
2
）
に
お
な
じ
。

（
5
9
）
深
沢
徹
「
『
新
猿
楽
記
一
謬
見
」
（
「
日
本
文
学
』
3
8
－
1
2
　
一
九
八
九
年
）
＊
深
沢
氏
は
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
漢
語
（
「
淫
奔
徴
壁
」
「
琴
絃
麦

　
　
歯
」
な
ど
）
を
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
は
無
縁
な
「
科
学
の
言
語
」
と
し
、
「
場
違
い
な
言
語
使
用
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
ズ
レ
、
そ
し

　
　
　
て
そ
こ
か
ら
生
じ
る
表
現
の
可
笑
し
味
や
滑
稽
さ
の
方
が
、
こ
こ
で
は
意
識
的
に
企
図
さ
れ
て
い
た
と
言
う
べ
き
か
。
」
と
し
て
い
る
。

（
6
0
）
吉
原
浩
人
「
藤
原
明
衡
「
新
猿
楽
記
』
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
5
0
1
6
　
一
九
八
五
年
）

（
6
1
）
前
掲
　
三
隅
治
雄
「
新
猿
楽
記
ー
平
安
の
く
る
い
人
明
衡
」

（
6
2
）
前
掲
　
吉
原
浩
人
「
藤
原
明
衡
「
新
猿
楽
記
ヒ
及
び
、
川
口
久
雄
「
新
猿
楽
記
の
世
界
」
な
ど
に
「
仮
構
の
書
」
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
構
成
」
と

　
　
　
の
指
摘
が
あ
る
。

（
6
3
）
前
掲
　
森
光
真
幸
「
新
猿
楽
記
」
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
、
川
口
久
雄
「
北
宋
の
演
芸
尽
し
と
新
猿
楽
記
」

（
劔
）
注
（
6
∀
に
お
な
じ
。

（
6
5
）
前
掲
　
近
江
昌
司
「
「
新
猿
楽
記
』
小
考
」

（
6
6
）
注
（
5
9
）
と
お
な
じ
。

（
6
7
）
図
1
参
照

＊
本
論
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
三
十
一
日
提
出
の
修
士
論
文
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
特
に
本
論
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
十
一
月
に
出
版
さ
れ
た
阿
部
泰
郎
氏
の
『
聖
者
の
推
参
　
中
世
の
声
ヲ
コ
な
る
も
の
』
（
名
古
屋
大

学
出
版
）
「
第
七
章
　
笑
い
の
芸
能
史
」
に
「
新
猿
楽
記
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
言
及
が
み
ら
れ
る
。
「
本
書
（
「
新
猿
楽
記
』
）
は
、
序
に
描
写

　
さ
れ
る
幾
た
り
も
の
猿
楽
者
と
そ
の
ワ
ザ
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
猿
楽
の
様
相
を
伝
え
る
芸
能
史
上
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
注
目
さ
れ

　
て
い
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
序
に
登
場
す
る
猿
楽
だ
け
で
な
く
、
こ
の
記
の
全
体
が
一
篇
の
”
猿
楽
”
な
の
で
あ
り
、
「
新
」

た
な
「
記
」
に
よ
る
「
猿
楽
」
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
」
（
括
弧
内
、
伊
澤
）
。
本
論
の
主
旨
は
、
阿
部
氏
の
指
摘
と
多
分
に
重
な
り
合

　
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
「
中
世
の
笑
い
」
に
つ
い
て
は
、
小
峯
和
明
氏
の
『
説
話
の
声
　
中
世
世
界
の
語
り
・
う
た
・
笑
い
」
（
新
曜
社
　
二
〇
〇
〇
年
）
第
二
部

　
生
者
の
声
「
m
笑
う
声
ー
笑
話
の
位
相
」
に
詳
細
な
考
察
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
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図
1

〈
序
〉

〈
本
文
〉

演
技
者
A

28
墲
ﾌ
猿
楽
。
百
太
、
仁
南
ら
猿
楽
者
た
ち
。

猿
楽
。
猿
楽
者
。

見
物
人
A
・
…
・
幸
…
・
－
－
・
演
技
者
B

28

見
物
人
B
・
…
・
≠
・
－
…
：
演
技
者
C

　
「
見
之
嘲
弄
之
人
」
は
、
　
　
　
　
　
　
　
数
え
切
れ
な
い
。
　
（
之
1
1
丸
裸
の
人
々
）
．
．
＄
シ
．
■
シ
・
．
■
1
■
■
l
l
■
I
I
■
l
l
■
a
タ
．
．
．
ψ
，
「
l
l
．
I
I
．
．
1
‘
．
1
．
．
．
シ
，
．
．
，
，
．
．
，

見
物
人
C

（
丸
裸
の
僧
を
「
嘲
弄
」
す
る
人
）
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（
博
士
後
期
課
程
一
年
）


